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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
鈴木康夫 班長 厚生労働科学研究費補助

金 「難治性炎症性腸管障
害に関する調査研究」令
和元年度年度第 2 回班会
議 

東京 2020 年 1 月 23-24 日 

鈴木康夫 潰瘍性大腸炎の新治療時代 各務原消化器病連携講演
会―潰瘍性大腸炎治療を

学ぶ― 

岐阜 2019 年 7 月 31 日 

鈴木康夫 班長 厚生労働科学研究費補助
金 「難治性炎症性腸管障
害に関する調査研究」令
和元年度第 1回班会議 

東京 2019 年 7 月 25-26 日 

鈴木康夫 「炎症性腸疾患治療の変遷と今後の課
題～生物学的製剤の貢献と地域医療連
携の重要性～」 

第 21回日本医療マネジメ
ント学会学術総会 

名古屋 2019 年 7 月 20 日 

鈴木康夫 UC：実臨床におけるヒュミラの有効性 第 97回日本消化器内視鏡
学会ランチョンセミナー9 

東京 2019 年 5月 31日 

鈴木康夫 「IBD 領域における適切なバイオ製剤
の使い方」 

第 30回君津木更津消化器
病研究会 

千葉 2019 年 5月 15日 

鈴木康夫 シンポジウム 6：特別発言「難治性潰瘍
性大腸炎の治療戦略における外科と内
科のコラボレーション」 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

石川 2019 年 5月 11日 

鈴木康夫 パネルディスカッション 7：特別発言
「炎症性腸疾患診療のリアルワールド
～生物学的製剤に対するクリニカルク
エスチョンを解決する」 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

石川 2019 年 5月 9日 

鈴木康夫 「潰瘍性大腸炎の新治療時代」 Mito UC Forum 茨城 2019 年 4月 17日 
鈴木康夫 クローン病治療 up date～最適な Bio

の使い方 ステラーラを中心に～ 
日本消化器病学会関東支
部第 354 回例会ランチョ

ンセミナー 

東京 2019 年 4月 13日 

Takahashi K，Bamba S，Andoh A  Optimization of Thiopurine Drugs 
Using the 6-MMP/6-TGN Ratio 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's and Colitis 

Taipei 2019 年 7月 15日 

Imai T，Nishida A，Bamba S，Inatomi 
O，Andoh A  

Characterization of Fungal 
Dysbiosis in Inflammatory Bowel 
Disease 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's and Colitis 

Taipei 2019 年 7月 15日 

Tatsumi G，Kawahara M，Imai T，
Nishishita-Asai A，Nishida A，Inatomi 
O，Yokoyama A， Kakuta Y，Kito K，
Andoh A 

Thiopurine-Mediated Impairment of 
Hematopoieic Stem and Progenitor 
Cells in NUDT15R138C Knock-in Mice 
and Potentiality of NUDT15 
Genotype-based Precision Medicine 
for Acute Leukemia 

The 24th Congress of 
European Hematology 

Association 

Amsterdam 2019 年 7月 14日 

Ohno M，Andoh A，Inohara N Role of Surface Polysaccharides of 
Adherent-invasive Escherichia Coli 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego 2019 年 5月 19日 

今井隆行、河原真大、辰巳剛一、大野将司、
稲富 理、角田洋一、安藤 朗 

NUDT15 遺伝子多型を有する妊婦へのチ
オプリン投与が胎児に与える影響につ
いての検討 

第 5回 G-PLUS 東京 2019 年 12 月 14日 

大野将司、安藤 朗、猪原直弘 遺伝子組み換え大腸菌のプロバイオテ
ィクスへの応用 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

森田康大、馬場重樹、今井隆行、杉谷義彦、
大野将司、高橋憲一郎、稲富 理、安藤 朗 

クローン病患者におけるウステキヌマ
ブの有用性の検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

Yasuhiro Morita, Shigeki Bamba, Akira 
Andoh 

Clinical significance of 
ustekinumab trough levels and anti-
ustekinumab antibodies in patients 
with Crohn’s disease 

JDDW 2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

大野将司、安藤 朗、猪原直弘 遺伝子組み換え大腸菌のプロバイオテ
ィクス効果 

JDDW 2019 神戸 2019 年 11 月 22日 

森田康大、馬場重樹、大野将司、高橋憲一郎、
安藤 朗 

クローン病患者におけるウステキヌマ
ブの薬物動態モニタリングについて 

第 57回日本小腸学会 
学術集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

高橋憲一郎；馬場重樹、村田雅樹、大野将司、
杉本光繁、佐々木雅也、辻川知之、安藤 朗 

クローン病患者の粘膜治癒の臨床的意
義について 

第 57回日本小腸学会 
学術集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

馬場重樹、大野将司、高橋憲一郎、濱本奈津
美、芝原あずさ、、稲富 理、安藤 朗、佐々
木雅也 

炎症性腸疾患とCT画像で評価した体組
成との関連性について 

第 50回日本消化吸収 
学会総会 

東京 2019 年 10 月 5日 

高橋憲一郎、馬場重樹、村田雅樹、西田淳史、
稲富 理、佐々木雅也、杉本光繁、安藤 朗 

当院クローン病患者の粘膜治癒達成と
長期経過 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019 年 5月 9日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Minagawa Tomohiro, Ikeuchi Hiroki, Kuwahara 
Ryuichi, Horio Yuki, Sasaki Hirofumi,Chohno 
Teruhiro, Bando Toshihiro, Uchino Motoi 

Quality of life and functional outcomes 
in elderly patients after restorative 
proctocolectomy for ulcerative colitis. 
(Poster) 

The 7th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn′s & Colitis   

Taipei 2019.6.15 

Horio Yuki, Uchino Motoi, Minagawa Tomohiro, 
Kuwahara Ryuichi, Goto Yoshiko, Sasaki 
Hirofumi, Bando Toshihiro, Ikeuchi Hiroki 

Perioperative fungal endophthalmitis in 
inflammatory bowel disease patients. 
(Poster) 

The 7th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn′s & Colitis   

Taipei 2019.6.15 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕 

後期高齢者に対する IBD 手術症例の現
状 

第16回日本消化管学会総会
学術集会 

 

姫路 2020年2月8日 

桑原 隆一, 池内 浩基, 皆川 知洋, 堀尾 
勇規, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後腸閉塞に対し long-
tube を挿入し、大建中湯を投与した症
例の検討．（ワークショップ） 

第16回日本消化管学会総会
学術集会 

姫路 2020年2月7日 

馬場谷 彰仁, 松原 孝明, 宋 智亨, 木村 
慶, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
内野 基, 山野 智基, 池田 正孝, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

直腸癌術後難治性の吻合部狭窄に対し
TaTME を用いて再吻合を行った１例 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月7日 

佐々木 澪, 塚崎 友莉恵, 清水 聖世, 木
村 幸子, 橋本 記代子, 池田 正孝, 別府 
直仁, 山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 
冨田 尚裕 

ロボット支援下直腸低位切除術におけ
る緊急時対応の取り組み 
 
 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月7日 

木村 慶, 池田 正孝, 宋 智亨, 馬場谷 彰
仁, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

直腸術後骨盤内再発に対する側方マー
ジンの確保の向上に向けた taTME 
technique の応用 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月6日 

皆川 知洋, 内野 基, 桑原 隆一, 堀尾 勇
規, 山野 智基, 池田 正孝,  冨田 尚裕, 
池内 浩基 

潰瘍性大腸炎に対して腹腔鏡下大腸全
摘術を施行した 24例の検討 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月5日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 山野 智基, 冨田 尚裕, 池田 正孝, 
池内 浩基 

クローン病の瘻孔,膿瘍合併症例に対
する腹腔鏡手術の検討．（ワークショ
ップ） 

第32回日本内視鏡外科学会
総会 

横浜 2019年12月5日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 内野 基, 坂東 
俊宏, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

口腔内潰瘍の入院治療中に消化管穿孔
をきたし、ベーチェット病の診断を得
た１例 

第187回兵庫県外科医会学術
集会 

尼崎 2019年11月30日 

一木 薫, 竹末 芳生, 中嶋 一彦, 植田 貴
史, 山田 久美子, 内野 基, 池内 浩基, 
石川 かおり, 高井 喜子, 土田 敏恵 

消化器外科手術における SSI 発生率－
当院 10,000 例のデータより－．（ポス
ター） 

第32回日本外科感染症学会
総会学術集会 

岐阜 2019年11月30日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 後藤 佳子, 
皆川 知洋, 一木 薫, 中嶋 一彦, 竹末 芳
生 

潰瘍性大腸炎に対する適切な手術タイ
ミングと術式の決定．（パネルディス
カッション） 

第32回日本外科感染症学会
総会学術集会 

岐阜 2019年11月29日 

内野 基, 池内 浩基, 中嶋 一彦, 竹末 芳
生 

消化器外科手術における創閉鎖後の予
防的陰圧閉鎖療法．（共催シンポジウ
ム） 

第32回日本外科感染症学会
総会学術集会 

岐阜 2019年11月29日 

内野 基, 池内 浩基, 中嶋 一彦, 竹末 芳
生 

術前腸管処置のバリエーションについ
て考える－経口抗菌薬のみ－．（シン
ポジウム） 

第32回日本外科感染症学会
総会学術集会 

岐阜 2019年11月29日 

長野 健太郎, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑
原 隆一, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 佐々木 
寛文, 坂東 俊宏, 内野 基 

膿瘍を合併したクローン病に対し単孔
式腹腔鏡補助下回腸部分切除術を施行
した１例．（ポスター） 

第10回日本炎症性腸疾患学
会学術集会 

福岡 2019年11月29日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

当院における潰瘍性大腸炎に対する腹
腔鏡補助下大腸全摘術 30例の検討．
（ポスター） 

第10回日本炎症性腸疾患学
会学術集会 

福岡 2019年11月29日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

周術期に真菌性眼疾患を併発した炎症
性腸疾患手術症例の検討．（ポスタ
ー） 

第10回日本炎症性腸疾患学
会学術集会 

福岡 2019年11月29日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 後藤 
佳子, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に合併する大腸癌術後の
血清 p53 抗体値を測定する意義．(ポ
スター) 

第10回日本炎症性腸疾患学
会学術集会 

福岡 2019年11月29日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
皆川 知洋, 内野 基, 桑原 隆一, 後藤 佳
子, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 
浩基 

クローン病に対して腹腔鏡手術を行っ
た 40例の検討．（デジタルポスターセ
ッション） 

JDDW2019 第17回日本消化
器外科学会大会 

神戸 2019年11月23日 

Kuwahara Ryuichi, Ikeuchi Hiroki, 
Uchino Motoi 

Clinical results following 
intestinal resection in 1143 
patients with Crohn’s disease. 
(International session 
[Symposium]) 

JDDW2019 第17回日本消化器
外科学会大会・第61回日本
消化器病学会大会・第98回
日本消化器内視鏡学会総会 

神戸 2019年11月23日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 蝶野 晃弘, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 後藤 佳子, 山野 智基, 池田 
正孝, 冨田 尚裕 

内科的治療の進歩と外科的治療の変
遷．（デジタルポスターセッション） 

JDDW2019第17回日本消化器
外科学会大会 

神戸 2019年11月23日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 山野 智基, 別府 直仁, 池田 
正孝, 冨田 尚裕, 片岡 幸三, 安原 美千
子, 木村 慶 

潰瘍性大腸炎術後, 回腸嚢炎診断にお
ける便中カルプロテクチン測定の有用
性．（デジタルポスターセッション） 

JDDW2019第17回日本消化器
外科学会大会 

神戸 2019年11月23日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 
浩基 

高齢者潰瘍性大腸炎に対する手術症例
の検討．(デジタルポスターセッショ
ン) 

JDDW2019 第 17 回 
日本消化器外科学会大会 

神戸 2019年11月23日 

坂東 俊宏, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 
山野 智基, 野田 雅史, 池田 正孝, 冨田 
尚裕, 池内 浩基 

クローン病 胃空腸吻合術症例の検
討．（デジタルポスターセッション） 

JDDW2019 第 17 回 
日本消化器外科学会大会 

 

神戸 2019年11月22日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 蝶野 晃弘, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 後藤 佳子, 山野 智基, 池田 
正孝, 冨田 尚裕 

潰瘍性大腸炎における高齢者手術症例
の検討．（デジタルポスターセッショ
ン） 

JDDW2019 第 61 回 
日本消化器病学会大会 

神戸 2019年11月21日 

佐藤 寿行, 内野 基, 小島 健太郎, 小柴 
良司, 藤本 晃士, 河合 幹夫, 上小鶴 孝
二, 横山 陽子, 高川 哲也, 宮嵜 孝子, 
應田 義雄, 渡辺 憲治, 樋田 信幸, 堀 和
敏, 三輪 洋人, 池内 浩基, 中村 志郎 

免疫抑制治療中の炎症性腸疾患患者に
合併したニューモシスチス肺炎に関す
る臨床的検討 

JDDW2019 第 61 回 
日本消化器病学会大会 

神戸 2019年11月21日 

内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 寛文, 堀尾 
勇規, 後藤 佳子, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 安原 美千子, 
別府 直仁, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎術後, 回腸嚢炎診断にお
ける便中カルプロテクチン測定の有用
性．(要望演題) 

第 81回日本臨床外科学会 
総会 

高知 2019年11月14日 

松原 孝明, 片岡 幸三, 木村 慶, 宋 智
亨, 安原 美千子, 馬場谷 彰仁, 別府 直
仁, 山野 智基, 多田 正晴, 内野 基, 池
内 浩基, 波多野 悦郎, 冨田 尚裕 

大腸癌同時多発肝転移に対し
FOLFOXIRI＋セツキシマブ投与後に肝
先行切除を行った一例．（ポスター） 

第 57回日本癌治療学会 
学術集会 

福岡 2019年10月26日 

山野 智基, 宋 智亨, 木村 慶, 馬場谷 彰
仁, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
野田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

大腸癌 PDX(Patient derived 
xenograft)モデルを用いた大腸癌併用
療法の比較 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月12日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 堀尾 勇規, 後藤 佳子, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 宋 智亨, 木村 慶, 馬場谷 彰
仁, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 竹末 
芳生 

クローン病, 肛門病変に対する生物学
的製剤の効果．（シンポジウム） 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月12日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 後藤 佳子, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕 

潰瘍性大腸炎に合併する発癌症例の現
状と問題点．（ワークショップ） 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月11日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
山野 智基, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 
浩基 

高齢者潰瘍性大腸炎の手術症例におけ
る予後栄養指標の臨床的意義について
の検討．（パネルディスカッション） 
 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月11日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
木村 慶, 池田 正孝, 宋 智亨, 馬場谷 彰
仁, 安原 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

直腸癌骨盤内再発手術に対する Trans-
perienal minimally invasive 
surgery. (パネルディスカッション) 

第 74回日本大腸肛門病 
学会学術集会 

東京 2019年10月11日 

佐々木 寛文, 池内 浩基, 皆川 知洋, 桑
原 隆一, 堀尾 勇規, 後藤 佳子, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後に回腸嚢炎を繰り返
し, 回腸嚢穿孔をきたした１例 

日本消化器病学会近畿支部 
第111回例会 

大阪 2019年10月5日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 後藤 
佳子, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊
宏, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡補助下大
腸全摘術の 1例 
 

第 202 回近畿外科学会 大阪 2019年9月28日 

馬場谷 彰仁, 木村 慶, 濵中 美千子, 片
岡 幸三, 別府 直仁, 山野 智基, 内野 
基, 池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

当院における腹腔鏡下大腸手術に対す
る ICG 血流評価の検討．（要望演題） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月19日 

山野 智基, 木村 慶, 馬場谷 彰仁, 濵中 
美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 内野 基, 
池田 正孝, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

当科における Patient derived 
xenograft(PDX)作成の現状と将来につ
いて．(デジタルポスター) 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月19日 

Ikeda Masataka, Kimura Kei, Uemura 
Mamoru, Miyake Masakazu, Beppu 
Naohito, Yamano Tomoki, Uchino Motoi, 
Ikeuchi Hiroki, Sekimoto Mitsugu, 
Tomita Naohiro 

Laparoscopic beyond TPE based on 
pelvic anatomy for advanced and 
locally recurrent rectal cancer. 
(Video Symposium) 

第 74 回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月19日 

皆川 知洋, 内野 基, 桑原 隆一, 堀尾 勇
規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

炎症性腸疾患における手術部位感染予
防のための術前経口抗生物質の有用
性．（ワークショップ） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月19日 

別府 直仁, 木村 慶, 馬場谷 彰仁, 濵中 
美千子, 片岡 幸三, 山野 智基, 池田 正
孝, 冨田 尚裕, 内野 基, 池内 浩基 

左側結腸, 直腸癌に対する#16b2 大動
脈周囲リンパ節転移経路とその対策．
（要望演題） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月18日 

内野 基, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 坂東 俊
宏, 蝶野 晃弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 
後藤 佳子, 池田 正孝, 池内 浩基 

炎症性腸疾患手術における腹腔鏡補助
下手術の導入と問題点．（パネルディ
スカッション） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月18日 

木村 慶, 池田 正孝, 濵中 美千子, 馬場
谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 山野 智
基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚裕 

直腸癌仙骨前局所再発手術に対する解
剖のポイント．（要望演題） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎に対する腹腔鏡下大腸全
摘 J型回腸嚢肛門吻合術の現状と問題
点．（デジタルポスター） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 

後藤 佳子, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 
坂東 俊宏, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎手術における免疫抑制治
療の手術部位感染への影響．（デジタ
ルポスター） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
池田 正孝, 冨田 尚裕, 池内 浩基 

潰瘍性大腸炎手術症例の high-output 
syndrome に対する周術期管理．（デジ
タルポスター） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 池田 正孝, 冨田 尚裕 

潰瘍性大腸炎に合併した発癌症例200
例の検討．（デジタルポスター） 

第 74回日本消化器外科 
学会総会 

東京 2019年7月17日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 木村 
慶, 松原 孝明, 宋 智亨, 濵中 美千子, 
馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 山
野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕, 関本 貢嗣 

直腸がん局所再発に対する腹腔鏡下切
除術．(シンポジウム) 
 

第 32回日本小切開・鏡視
外科学会 

大阪 2019年6月29日 

桑原 隆一, 池内 浩基, 皆川 知洋, 堀尾 
勇規, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 坂東 俊
宏, 内野 基 

クローン病に対して単孔式腹腔鏡補助
下回盲部切除術を施行した１例．(ポ
スター) 

第 32回日本小切開・鏡視
外科学会 

大阪 2019年6月28日 

池田 正孝, 宋 智亨, 木村 慶, 濵中 美千
子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

進行再発直腸癌に対する診療科連携手
術．（シンポジウム） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月21日 

桑原 隆一, 内野 基, 皆川 知洋, 堀尾 勇
規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊宏, 
池内 浩基 

炎症性腸疾患に対し, 直腸切断後に会
陰創陰圧閉鎖療法を施行した症例の検
討．（パネルディスカッション） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 佐々木 
寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 皆川 知洋, 
後藤 佳子 

炎症性腸疾患に合併する発癌症例の現
状とサポート．（パネルディスカッシ
ョン） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 

池田 正孝, 宋 智亨, 木村 慶, 濵中 美千
子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
山野 智基, 内野 基, 池内 浩基, 冨田 尚
裕 

消化器外科領域における VTE 一次予防
と二次予防．（パネルディスカッショ
ン） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋 

後期高齢者の炎症性腸疾患手術症例の
検討．（シンポジウム） 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 

山野 智基, 山内 慎一, 宋 智亨, 木村 
慶, 馬場谷 彰仁, 濵中 美千子, 片岡 幸
三, 別府 直仁, 内野 基, 池田 正孝, 池
内 浩基, 冨田 尚裕, 杉原 健一 

高齢者における大腸癌治療選択の現状
について．(シンポジウム) 
 

第 44回日本外科系連合 
学会学術集会 

金沢 2019年6月20日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏 難治性潰瘍性大腸炎の治療戦略におけ
る外科と内科のコラボレーション．
（シンポジウム） 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019年5月11日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕 

潰瘍性大腸炎手術症例におけるバイオ
洗剤導入後の臨床的特徴の変遷 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019年5月11日 

内野 基, 池内 浩基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 佐々木 寛文, 堀尾 勇規, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 後藤 佳子, 山野 智基, 野田 
雅史, 池田 正孝, 冨田 尚裕, 竹末 芳生 

潰瘍性大腸炎手術における術前免疫抑
制治療と周術期感染合併症の関連性．
（シンポジウム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月20日 

馬場谷 彰仁, 山野 智基, 宋 智亨, 木村 
慶, 濵中 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
野田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

家族性大腸腺腫症患者の予防的大腸切
除術後の予後及び合併症の解析．（ポ
スターセッション） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月20日 

大谷 雅樹, 冨田 尚裕, 池田 正孝, 山野 
智基, 野田 雅史, 別府 直仁, 片岡 幸三, 
濵中 美千子, 馬場谷 彰仁, 木村 慶, 宋 
智亨, 池内 浩基, 内野 基, 山門 享一郎 

直腸癌術後の肝・肺・骨盤内への多発
転移に対して RFA が有効であった１症
例．（研修医発表セッション） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月19日 

木村 慶, 池田 正孝, 宋 智亨, 濵中 美千
子, 馬場谷 彰仁, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
野田 雅史, 内野 基, 山野 智基, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

【複数診療科を必要とする拡大手術】
当院での複数診療科を必要とする拡大
手術．（ワークショップ） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月19日 

池田 正孝, 植村 守, 三宅 正和, 木村 
慶, 片岡 幸三, 別府 直仁, 野田 雅史, 
山野 智基, 内野 基, 加藤 健志, 池内 浩
基, 関本 貢嗣, 冨田 尚裕 

【直腸癌局所再発に対する治療戦略】
直腸癌局所再発に対する積極的外科治
療．（パネルディスカッション） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月19日 

山野 智基, 宋 智亨, 木村 慶, 馬場谷 彰
仁, 濵中 美千子, 片岡 幸三, 別府 直仁, 
野田 雅史, 内野 基, 池田 正孝, 池内 浩
基, 冨田 尚裕 

希少がんである小腸腺癌に対する基礎
研究モデルの構築．（サージカルフォ
ーラム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

冨田 尚裕, 別府 直仁, 野田 雅史, 山野 
智基, 池田 正孝, 片岡 幸三, 濵中 美千
子, 馬場谷 彰仁, 木村 慶, 宋 智亨, 内
野 基, 池内 浩基 

下部直腸癌に対する術前治療(Pre-
operative chemoradiation therapy 
using S-1＋CPT-11 for advanced 
lower rectal cancer. (パネルディス
カッション) 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

皆川 知洋, 池内 浩基, 桑原 隆一, 堀尾 
勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊
宏, 野田 雅史, 山野 智基, 池田 正孝, 
冨田 尚裕, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後に高齢者となった患
者の排便機能と QOL．（サージカルフォ
ーラム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

桑原 隆一, 池内 浩基, 皆川 知洋, 堀尾 
勇規, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 坂東 俊
宏, 野田 雅史, 山野 智基, 池田 正孝, 
冨田 尚裕, 内野 基 

潰瘍性大腸炎における中毒性巨大結腸
症手術 61例の検討．（サージカルフォ
ーラム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

堀尾 勇規, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 後藤 佳子, 佐々木 寛文, 蝶野 晃弘, 
坂東 俊宏, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕, 池内 浩基 

広範囲小腸炎を伴った潰瘍性大腸炎手
術症例の検討．（ポスターセッショ
ン） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
蝶野 晃弘, 内野 基, 皆川 知洋, 桑原 隆
一, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 坂東 俊宏, 
野田 雅史, 山野 智基, 池田 正孝, 冨田 
尚裕, 池内 浩基 

腸管型ベーチェット病の予後および予
後予測因子の検討．（サージカルフォ
ーラム） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

池内 浩基, 内野 基, 坂東 俊宏, 蝶野 晃
弘, 堀尾 勇規, 佐々木 寛文, 桑原 隆一, 
皆川 知洋, 竹末 芳生, 池田 正孝, 冨田 
尚裕 

クローン病で再手術率を減少させるた
めに必要なことは．（ポスターセッシ
ョン） 

第 119 回日本外科学会 
定期学術集会 

大阪 2019年4月18日 

Umeno J, Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, 
Esaki M, Yanai S, Ohmiya N, Hisatatsu 
T, Watanabe K, Hosoe N, Ogata H, Hirai 
F, Hisabe T, Matsui T, Yano T, 
Kitazono T, Matsumoto T, CEAS Study 
Group 

A nationwide survery of chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene in Japan. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 14日 

Fukuda M, Naganuma M, Takabayashi K, 
Hagihara Y, Tanemoto S, Nomura E, 
Yoshimatsu Y, Sugimoto S, Nanki K, 
Mizuno S, Mikami Y, Fukuhara K, Suzino 
T, Mutaguchi M, Inoue N, Ogata H, Iwao 
Y, Kanai T 

Complete endoscopic remission is 
not only associated with higher 
mucosal oncentrations of 5-
aminosalicylic acid but also with 
N-acetyl-5-aminosalicylic acid in 
patients with ulcerative colitis. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 14日 

Ogata H, Motoya S, Watanabe K, Kanai 
T, Matsui T, Suzuki Y, Shikamura M, 
Sugiura K, Oda K, Hori T, Araki T, 
Watanabe M, Hibi T 

A phase 3 study of Vedolizumab for 
induction and maintenance therapy 
in Japanese patients with moderate 
to severe Crohn's Disease. 

DDW 2019 (AGA) San Diego 2019 年 5月 21日 

Takabayashi K, Hosoe N, Kato M, 
Hayashi Y, Miyanaga R, Sugimoto S, 
Nanki K, Kimura K, Mikami Y, Mizuno S, 
Mutaguchi M, Sujino T, Naganuma M, 
Ogata H, Kanai T 

Clinical uility of balloon 
assisted enteroscopy to evaluate 
deep small Bowel Lesions of 
Crohn's Disease. 

DDW 2019 (ASGE) San Diego 2019 年 5月 19日 

髙林馨、林由紀恵、福田知広、吉松裕介、吉
田康祐、杉本真也、南木康作、福原佳代子、
三上洋平、筋野智久、牟田口真、細江直樹、
長沼誠、緒方晴彦、金井隆典 

小腸疾患の診断・治療における内視鏡
の進歩 

第 57回日本小腸学会 
学術集会 

大阪 2019 年 11 月 09日 

三上洋平、福田知広、吉松祐介、水野慎大、
長沼誠、緒方晴彦、岩男泰、金井隆典 

当院における潰瘍性大腸炎に対する
tofacitinib の検討 

第 56回日本消化器免疫 
学会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

金井隆典 食と免疫 潰瘍性大腸炎への応用 JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 22日 

仲哲治, 新崎信一郎, 松岡克善, 水野慎
大, 飯島英樹, 金井隆典, 松本主之 

免疫疾患:消化器を症状にする疾患 
炎症性腸疾患における疾患活動性マー
カーとしての LRG の意義 

第 47回 日本臨床免疫 
学会総会 

札幌 2019 年 10 月 17日 

Sakurai T, Akita Y, Miyashita H, 
Miyazaki R, Maruyama Y, Saito T, 
Shimada M, Yamazaki T, Kato T, Saruta 
M 

Comparison of Prostaglandin E–
Major Urinary Metabolite (PGE-MUM) 
with fecal calprotectin and fecal 
immunochemical tests for 
determining endoscopic remission 
in patients with ulcerative 
colitis.    

ECCO2020 Wein, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

Saruta M PGE-MUM: Potential urinary disease 
activity biomarker for UC. 

CCFA  
IBD Biomarker Summit. 

Newark, 
USA 

2019 年 11 月 19日 

Saruta M Current treatment strategy for 
Inflammatory Bowel Disease with 
Biologics. 

WASOG/JSSOG2019 Yokohama, 
Japan 

2019 年 10 月 11日 

Miyazaki R, Sakurai T, Saito T, 
Shimada M, Miyashita H, Akita Y, 
Maruyama Y, Saruta M 

Consideration of 80 cases with 
budesonide enema for patients with 
ulcerative colitis. 

AOCC2019 Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 15日 

Watanabe K, Esaki M, Oka S, Shimamoto 
F, Nishishita M, Fukuchi T, Fujii S, 
Hirai F, Kakimoto K, Inoue T, Nozaki 
R, Kashida H, Takeuchi K, Ohmiya N, 
Saruta M, Saito S, Saito Y, Tanaka S, 
Ajioka Y, Tajir H. 

The detection with targeted biopsy 
and characterization of neoplastic 
lesions by magnifying 
chromoendoscopy and NBI in 
surveillance colonoscopy of 
patients with ulcerative colitis: 
A sub-analysis of the navigator 
study. 

DDW2019 San Diego, 
USA 

2019 年 5月 20日 
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Shibuya N, Higashiyama, Nishii S, 
Mizoguchi A, Inada K, Sugihara N, 
Hanawa Y, Wada A, Horiuchi K, 
Furuhashi H, Kurihara C, Hozumi H, 
Okada Y, Watanabe C, Komoto S, Tomita 
K, Saruta M, Hokari R 

Deoxycholic acid enhances 
lymphocyte migration to the small 
intestinal microvessels possibly 
through enhancing expression of 
adhesion molecules on epithelium. 

DDW2019 San Diego, 
USA 

2019 年 5月 18日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の治療最前線 第 47回日本潰瘍学会／ 
第 21回日本神経消化器病

学会 

小田原 
日本 

2020 年 1月 16日 

嶋田真梨子，櫻井俊之，宮崎亮佑，宮下春
菜，猿田雅之 

ウステキヌマブ（UST）を導入したク
ローン病（CD）症例における、導入前
内視鏡初見と UST 有効性についての検
討． 

第 109 回 日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

東京、日本 2019 年 12 月 14日 

宮崎亮佑，櫻井俊之，斎藤知子，嶋田真梨
子，秋田義博，宮下春菜，丸山友希，山﨑
琢士，猿田雅之 

当院で潰瘍性大腸炎患者に対してブデ
ゾニド注腸フォーム剤を使用した131
症例の検討． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡、日本 2019 年 11 月 29日 

好川謙一，関裕，猿田雅之 急性膵炎を合併した全結腸型の潰瘍性
大腸炎に対して顆粒球除去療法を施行
した一例． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡、日本 2019 年 11 月 29日 

秋田義博，櫻井俊之，嶋田真梨子，斎藤知
子，宮下春菜，丸山友希，宮崎亮佑，山﨑
琢士，猿田雅之 

入院加療された潰瘍性大腸炎のステロ
イド反応別の血清マーカーの検討． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡、日本 2019 年 11 月 29日 

澁谷尚希，東山正明，西井 慎，溝口明
範，因幡健一，杉原奈央，塙 芳典，和田
晃典，堀内和樹，古橋廣崇，八月朔日英
明，栗原千枝，岡田義清，渡辺知佳子，河
本俊介，冨田健吾，猿田雅之，穂苅量太 

デオキシコール酸は腸管血管内皮細胞
の接着分子増加を介してリンパ球マイ
グレーションを亢進させる． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡、日本 2019 年 11 月 29日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の治療最前線 JDDW2019 神戸、日本 2019 年 11 月 22日 

澁谷尚樹，猿田雅之，穂苅量太 胆汁酸が小腸のリンパ球マイグレーシ
ョンに与える影響． 

JDDW2019 神戸、日本 2019 年 11 月 22日 

丸山友紀，櫻井俊之，宮下春菜，秋田義
博，宮崎亮佑，永田祐介，澤田亮一，野口
正朗，山﨑琢士，猿田雅之 

炎症性腸疾患における血清 Zn値動態
の検討． 

JDDW2019 神戸、日本 2019 年 11 月 21日 

猿田雅之 クローン病及びその合併症の診断と内
視鏡治療 

日本内視鏡学会 第 46 回
重点卒後教育セミナー 

横浜、日本 2019 年 10 月 6日 

猿田雅之 難治性潰瘍性大腸炎の治療戦略 日本消化器病学会 関東支
部第 356 回例会 

東京、日本 2019 年 9月 21日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の病態と治療～エンタイ
ビオがもたらす新たな治療の幕開け～ 

第 125 回 日本消化器病学
会北海道支部例会／第

119 回 日本消化器内視鏡
学会北海道支部例会 

札幌、日本 2019 年 9月 7日 

山根史嗣，荒井吉則，遠藤大輔，柴田駿，
菊地伊都香，沼田雄，稲村嵩志，安藤理
孝，小川まい子，佐藤日向菜，菅原一朗，
中田達也，横山寛，中塚佳奈，有廣誠二，
穂苅厚史，猿田雅之 

メサラジン製剤不耐症の潰瘍性大腸炎
の一例 

日本消化器病学会 関東支
部第 355 回例会 

東京、日本 2019 年 7月 13日 

猿田雅之 IBD 診療の最前線 日本大腸肛門病学会 第
28回教育セミナー 

東京、日本 2019 年 5月 26日 

猿田雅之 炎症性腸疾患の診断と治療． 第 105 回 日本消化器病学
会総会 

金沢、日本 2019 年 5月 11日 

猿田雅之 炎症性腸疾患を診る A to Z～“Anti 
TNFα therapy” to“Zinc 
supplementation”～ 

第 105 回 日本消化器病学
会総会 

金沢、日本 2019 年 5月 11日 

猿田雅之 IBD の新規治療を考える～JAK 阻害剤
の登場で何が変わるのか？～ 

第 105 回 日本消化器病学
会総会 

金沢、日本 2019 年 5月 10日 

松永恭典，宮崎亮佑，澤田亮一，及川恒
一，猿田雅之． 

グルテンフリー食にて慢性下痢改善を
認めたセリアック病の一例． 

日本消化器病学会関東支
部第 354 回例会 

東京、日本 2019 年 4月 13日 

Arai N, Kudo T, Kashiwagi K, Ito N,  
Tokita K, Yoshimura R, Oka I, Kyodo R, 
Sato M, Miyata E, Hosoi K, Matsumura 
S, Ikuse T, Jimbo K, Ohtsuka Y, 
Shimizu T. 

The expression of oncogenic 
molecules in pediatric ulcerative 
colitis 
 

The 7th Annual meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis  

Taipei, 
Taiwan 

2019.6.15 
 

佐藤真教、工藤孝広、時田万英、吉村良
子、丘逸宏、新井喜康、京戸玲子、宮田恵
理、細井賢二、幾瀬圭、神保圭佑、大塚宣
一、清水俊明 

小児炎症性腸疾患患児のトランジショ
ンにおける取り組み 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019.11.29 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
細井賢二、柏木項介、伊藤夏希、徳島香央
里、時田万英、丘逸宏、新井喜康、佐藤真
教、京戸玲子、宮田恵理、箕輪圭、幾瀨
圭、神保圭佑、工藤孝広、大塚宜一、清水
俊明 

小児期発症炎症性腸疾患関連膵炎と高
アミラーゼ/リパーゼ血症に関する当
科 10年間の検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会 

福岡 2019.11.29 
 

佐藤真教、工藤孝広、伊藤夏希、時田万
英、新井喜康、京戸玲子、宮田恵理、細井
賢二、幾瀨圭、神保圭佑、大塚宜一、清水
俊明 

当科における潰瘍性大腸炎患児へのス
テロイド療法と外科的治療についての
検討 

第 46回小児栄養消化器肝
臓学会 

奈良 2019.11.2 

新井勝大，石毛崇，工藤孝広，岡崎康司，
江口英孝，神保圭佑，竹内一朗，西澤拓
哉，清水俊明. 

超早期発症型炎症性腸疾患に対するシ
ームレスな診断・治療・研究体制の構
築 j研究. 

第 46回小児栄養消化器肝
臓学会 

奈良 2019.11.2 

京戸玲子，清水泰岳，竹内一朗，平野友
梨，伊藤夏希，宇佐美雅章，佐藤琢郎，清
水俊明，新井勝大． 

国立成育医療研究センターにおける小
児期発症炎症性腸疾患の診療経験. 

第 46回小児栄養消化器肝
臓学会 

奈良 2019.11.2 

伊藤夏希，竹内一朗，京戸玲子，宇佐美雅
章，佐藤琢郎，清水泰岳，平野友梨，清水
俊明，新井勝大. 

潰瘍性大腸炎からクローン病に診断が
変更となった症例の検討 

第 46回小児栄養消化器 
肝臓学会 

奈良 2019.11.2 

新井喜康，神保圭佑，工藤孝広，伊藤夏
希，時田万英，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真
教，細井賢二，幾瀨圭，大塚宜一，小坂征
太郎，矢崎悠太，越智崇徳，山高篤行，竹
内一朗，清水泰岳，新井勝大，吉村聡，加
藤元博，清水俊明. 

IL-10 受容体異常による超早期発症型
炎症性腸疾患 

第 10回関東甲越免疫不全
症研究会 

東京 2019.9.29 

佐藤真教、工藤孝広 、伊藤夏希 、時田万
英 、吉村良子 、丘逸宏 、新井喜康 、京
戸玲子 、宮田恵理 、細井賢二 、松村成
一 、幾瀨圭 、神保圭佑 、大塚宜一 、清
水俊明 

小児潰瘍性大腸炎の重症度における経
年的変化の検討 

第 167 回お茶の水 
木曜勉強会 

東京 2019.5.9 

佐藤真教，工藤孝広，時田万英，吉村良
子，丘逸宏，新井喜康，京戸玲子，宮田恵
理，細井賢二，松村成一，大林奈穂，幾瀬
圭，神保圭佑，青柳陽，大塚宣一，清水俊
明. 

小児の炎症性腸疾患患者におけるトラ
ンジションの検討. 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

石川 2019.4.21 

佐藤真教、神保圭佑、伊藤夏希、時田万
英、新井喜康、吉村良子、京戸玲子、宮田
恵理、細井賢二、松村成一、幾瀬圭、工藤
孝広、大塚宜一、清水俊明 

大腸内視鏡検査による病型分類に基づ
いた潰瘍性大腸炎の病型進行に関する
検討 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

石川 2019.4.20 

新井喜康，神保圭佑，伊藤夏希，時田万
英，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真教，細井賢
二，工藤孝広，大塚宜一，小坂征太郎，矢
崎悠太，越智崇徳，山高篤行，竹内一朗，
清水泰岳，新井勝大，吉村聡，加藤元博，
清水俊明. 

IL-10 受容体異常による超早期発症型
炎症性腸疾患と診断した 1乳児例 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

石川 2019.4.20 

細井賢二，新井勝大，清水泰岳，宮入烈，
亀井宏一，伊藤秀一，藤原武男，清水俊
明. 

小児炎症性腸疾患患者における B型肝
炎ワクチン接種の効果と安全性. 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

石川 2019.4.20 

A.Sugita, K.Koganei, R.Futatsuki, 
H.Kuroki, H.Kimura, T.Fukushima 

Dose the Postoperative 
Inflammation in J Pouch and Anal 
Canal Need Treatment in Ulcerative 
Colitis Patints with Pouch 
Surgery?Historial Examination and 
New Treatment with Budesonide Foam 
Pouchitis 

ASCRS 2019 Cleverland,
Ohio 

2019 年 6月 4日 

H.Kimura,R.Kunisaki,K.Tatsumi, 
K.Koganei, A.Sugita, I.Endo 

One Stage Restorative 
Proctocolectomy with a Stapled 
Ileal Pouch-anal Anastomosis Using 
Hand-assisted Laparoscopic 
Surgery(HALS) and Laparoscope-
assisted Open Surgery 
(LAOS)Procedure for Ulcerative 
colitis 

ASCRS 2019 Cleverland,
Ohio 

2019 年 6月 3日 
 

K.Tatsumi, A.Sugita, K.Koganei, 
R.Futatsuki, H.Kuroki, H.Kimura, 
T.Fukushima 

Short and Long-term Outcomes of 
One-stage Stapled Ileal Pouch Anal 
Anasomosis for Ulcerative colitis 

ASCRS 2019 Cleverland,
Ohio 

2019 年 6月 3日 

岩見毬衣、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、中尾詠一、杉田昭 

中毒症状を伴わない巨大結腸症を合併
した重症潰瘍性大腸炎の一例 

日本消化器病学会関東支
部第 357 回例会 

東京 2019 年 12 月 7日 
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小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
中尾詠一、杉田昭 

クローン病に合併した結腸癌の臨床学
的特徴と予後 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

中尾詠一、小金井一隆、黒木博介、二木了、
辰巳健志、杉田昭 

直腸膣瘻を合併した潰瘍性大腸炎症例
の治療と臨床経過の検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

肛門内圧検査と排便機能からみた70歳
以上の潰瘍性大腸炎に対する大腸全
摘・回腸嚢肛門管吻合術の妥当性 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
中尾詠一、杉田昭 

大腸全摘29年後に回腸嚢内に迷入した
腸上皮に由来する癌を発症した潰瘍性
大腸炎の 1例 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

中尾詠一、小金井一隆、黒木博介、二木了、
辰巳健志、杉田昭 

術前診断が可能であったクローン病合
併小腸癌の 2例 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

木村英明、千田圭悟、国崎玲子、辰巳健志、
小金井一隆、杉田昭、遠藤格 

回腸嚢肛門管吻合術の大腸粘膜残存に
対する Body mass index の影響 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術症例における
手術時期の検討 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭 

腸管ベーチェット病と単純性潰瘍に対
する手術例の臨床経過 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 22日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
中尾詠一、木村英明、杉田昭 

小腸大腸癌を合併したクローン病症例
の臨床学的特徴と経過 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 21日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆 潰瘍性大腸炎に対する手術治療の現状
からみた治療方針―重症例について― 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 21日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
中尾詠一、木村英明、杉田昭 

クローン病の難治性直腸肛門病変に対
する直腸切断術施行例の長期経過 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 12日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、黒
木博介、中尾詠一、木村英明、荒井勝彦、福
島恒男 

潰瘍性大腸炎合併癌に対する至適術式
の検討 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 12日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒
木博介、荒井勝彦、中尾詠一、木村英明、福
島恒男 

Crohn 病に合併した直腸肛門管癌の臨
床的特徴と治療経過からみた治療法の
検討 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 12日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭 

高齢者クローン病の手術例からみた臨
床経過と治療成績 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 11日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
中尾詠一、荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術症例のおける
手術時期の検討 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 11日 

立入仁美、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、中尾詠一、杉田昭 

腸管型ベーチェット病の穿孔に対する
手術後に出血をきたした一例 

日本消化器病学会関東支
部第 356 回例会 

東京 2019 年 9月 21日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
荒井勝彦、杉田昭 

クローン病の直腸切断術後の会陰創に
対する陰圧閉鎖療法の有用性と問題点 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 19日 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
木村英明、杉田昭 

就労、就学期の潰瘍性大腸炎難治例に
対する外科治療至適選択時期と術式 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

 2019 年 7月 18日 

木村英明、千田圭吾、橋本悠、池田礼、小柏
剛、国崎玲子、辰巳健志、小金井一隆、杉田
昭、遠藤格 

Crohn 病の吻合法に求められるものは
何か？ 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 18日 
 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、黒
木博介、木村英明、荒井勝彦、福島恒男 

小児潰瘍性大腸炎手術例の術後長期経
過の検討 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

70 歳以上の潰瘍性大腸炎に対する大腸
全摘・回腸嚢肛門管吻合術手術例の排
便機能についての検討 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒
木博介、荒井勝彦、木村英明、福島恒男 
 

潰瘍性大腸炎に対する小開腹による一
期的 J 型回腸嚢肛門管吻合術の手術手
技 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

高齢者潰瘍性大腸炎手術症例における
術後肺合併症 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
荒井勝彦、杉田昭 

残存小腸長 100cm 以下のクローン病の
特徴と予後 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、黒
木博介、木村英明、荒井勝彦、福島恒男 

潰瘍性大腸炎合併 dysplasia の術前診
断の問題点 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志 Crohn病に対する抗TNFα製剤の効果と
治療例の予後 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

小金井一隆、辰巳健志、杉田昭 潰瘍性大腸炎難治に対する手術例への
術前内科治療の影響と外科治療の効果 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

杉田昭、小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒
木博介、木村英明、福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する外科治療の成績
と方向性 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 
 

2019 年 4月 20日 

辰巳健志、杉田昭、小金井一隆、二木了、黒
木博介、木村英明、荒井勝彦、福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する Pouch 手術後の
発癌症例の検討 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 
 

2019 年 4月 20日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
木村英明、田村裕子、三井智広、橋本悠、池
田礼、小柏剛、国崎玲子、辰巳健志、小金井
一隆、杉田昭、遠藤格 

生物学的製剤時代におけるクローン
病腸管病変手術の長期予後 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 
 

2019 年 4月 20日 
 

小金井一隆、辰巳健志、二木了、黒木博介、
杉田昭 

クローン病に合併した小腸大腸癌症例
の臨床学的特徴と予後 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 
 

2019 年 4月 18日 

黒木博介、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
杉田昭 

クローン病に合併した消化管膀胱瘻に
対する手術と長期経過に関する検討 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 
 

2019 年 4月 18日 

二木了、小金井一隆、辰巳健志、黒木博介、
木村英明、荒井勝彦、杉田昭、福島恒男 

潰瘍性大腸炎術後70歳以上の排便機能
についての検討 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 
 

2019 年 4月 18日 

小峰佑奈、小金井一隆、辰巳健志、二木了、
黒木博介、杉田昭、林宏行、横山薫 

発症後短期間で早期小腸癌を合併し
たクローン病の 1例 

日本消化器病学会 関東
支部第 354 回例会 

東京 2019 年 4月 13日 

中尾詠一、小金井一隆、黒木博介、二木了、
辰巳健志、杉田昭 

80 歳代で手術を施行したクローン病の
1例 

日本消化器病学会 関東
支部第 354 回例会 

東京 2019 年 4月 13日 

Nakase H Can TDM guide us to de-escalate?  The 7th Annual Meeting 
of Asian  

Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Taipei 2019 年 6月 14-16 日 

仲瀬裕志 炎症と鉄代謝－IBD 領域における新規
鉄欠乏性貧血治療剤の位置づけ 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

仲瀬裕志 IBD 病態における JAK pathway の重要
性 

第 61回日本消化器病学会
大会 

神戸 2019 年 11 月 23日 

仲瀬裕志 Role of biosimilars in IBD : What 
you need to know now 

第 61 回日本消化器病学会
大会 

神戸 2019 年 11 月 21日 

横山佳浩，飯田智哉，風間友江，平山大輔，
我妻康平，山野泰穂，仲瀬裕志 

回腸末端炎による狭窄に対して内視鏡
的バルーン拡張術を施行したMEFV遺伝
子関連腸炎の１例 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

具 潤亜，星 奈美子，大井 充，竹中春香，
徳永英里，宮崎はるか，明本由衣，櫻庭裕丈，
飯田智哉，仲瀬裕志，児玉裕三 

クローン病との鑑別を要した家族性地
中海熱の１例 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

仲瀬裕志 日本における今後の IBD 診療への取り
組み方について―病診連携の重要性― 

第 7回十勝地区 IBD 研究
会 

帯広 2019 年 10 月 23日 

横山佳浩，飯田智哉，風間友江，平山大輔，
我妻康平，山野泰穂，仲瀬裕志 

回腸末端炎を呈しクローン病との鑑別
を要した MEFV 遺伝子関連腸炎の１例 

第 47回日本臨床免疫学会
総会 

札幌 2019年10月17-19日 

仲瀬裕志 炎症性腸疾患鑑別診断としての家族性
地中海熱遺伝子関連腸炎 

第 47回日本臨床免疫学会
総会 

札幌 2019年10月17-19日 

仲瀬裕志 免疫学的観点から炎症性腸疾患治療を
考える 

第 47回日本臨床免疫学会
総会 

札幌 2019年10月17-19日 

大和田紗恵，山下健太郎，秋田浩太朗，一柳
亜貴子，横山佳浩，風間友江，三橋 慧，仲
地耕平，能正勝彦，山野泰穂，仲瀬裕志 

ステロイド抵抗性Cronkhite-Canada症
候群の２例 

第 125 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2019 年 9月 7-8 日 

金高弘典，有村佳昭，三浦克予志，井上 亮，
沼田泰尚，佐々木 基，大橋広和，矢花 崇，
近藤吉宏，飯田智哉，仲瀬裕志 

NUDT15 リスクアレルホモ接合体の臨床
経過 

第 125 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2019 年 9月 7-8 日 

齋藤大祐，日比則孝，尾崎 良，菊地翁輝，
佐藤太龍，徳永創太郎，箕輪慎太郎，池崎 
修，三井達也，三浦みき，櫻庭彰人，林田真
理，仲瀬裕志，久松理一 

コルヒチンが有効なMEFV遺伝子関連腸
炎が IBDU に紛れている 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

京都 2019 年 8月 1-2 日 

伊藤貴博，前本篤男，桂田武彦，田中浩紀，
本谷 聡，上野伸展，藤谷幹浩，蘆田知史，
仲瀬裕志 

クローン病に対するウステキヌマブの
有 効 性 と 安 全 性 ～ Phoenix 
Retrospective Cohort Study in 
Hokkaido～ 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

京都 2019 年 8月 1-2 日 

我妻康平，飯田智哉，南 尚希，松浦 稔，
平山大輔，川上賢太郎，野島正寛，池内浩基，
廣田誠一，白川龍太郎，堀内久徳，仲瀬裕志 

低分子量 GTP 蛋白質 Ral とインフラマ
ソームとの関連から見た炎症性大腸発
癌機序の解明 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

京都 2019 年 8月 1-2 日 

仲瀬裕志 粘膜治癒達成へのチャレンジ～課題と
治療戦略～．潰瘍性大腸炎診療におけ
るモニタリングの最適化 

第 97回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2019 年 6月 2日 

仲瀬裕志 The involvement of cytomegalovirus 
in the pathophysiology of 
inflammatory bowel disease 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢 2019 年 5月 9-11 日 

日比則孝、小林 拓、森久保 拓、清原裕貴、
松林真央、佐上晋太郎、中野 雅、久松理一、
日比紀文 

Drug-tolerant assay による抗インフ
リキシマブ抗体測定の有用性 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 2日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Miyazaki T,Kojima K,Koshiba R,Koji 
Fujimoto,Sato T,Kawai M,Kamikozuru K,  
Takagawa T,Yokoyama Y,Hida N,  
Watanabe K,Nakamura S. 

EndoScopic Feautures for Loss of 
Response Cases in Patients With 
Crohn’s Disease Who  Were treated 
With Infliximab by Top-down 
Strategy. 

AOCC2019 Taipei 
 

2019 年 6月 15日 

Yokoyama Y,Watanabe K,Kojima k, 
Ryousuke Koshiba,Koji Fujimoto,Sato T,  
Kawai M,Kamikozuru K,Takagawa T, 
Miyazaki T,Nobuyuki Hiba,Nakamura S. 

Investigations of the 
characteristics and anti-TNFα 
agents for optimizing treatment in 
pediatric patients with new-onset 
Crohn’s disease. 

DDW2019 San 
Diego Conve

ntion 
Center 

 

2019 年 5月 19日 

Koji Fujimoto,Kojima K,Koshiba R,  
Sato T,Kawai M,Kamikozuru K,Takagawa 
T,Yokoyama Y,Miyazaki T,Nobuyuki Hiba, 
Watanabe K,Nakamura S. 

CLINICAL CHARACTERISTICS AND RISK 
FACTORS FOR PNEUMOCYSTIS JIROVECII 
PNEUMONIA IN PATIENTS WITH 
INFLAMMATORY BOWEL DISEASE. 

DDW2019 San 
Diego Conve

ntion 
Center 

 

2019 年 5月 19日 

横山 陽子,渡辺 憲治,賀来 宏司,木下 直
彦,小柴 良司,小島 健太郎,藤本 晃士,佐
藤 寿行,河合 幹夫,中村 志郎.  

当院における炎症性腸疾患妊娠例の検
討. 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 

姫路 2020 年 2月 7日 

小島 健太郎,小島 健太郎,藤本 晃士,佐藤 
寿行.河合 幹夫,上小鶴 孝二,横山 陽子, 
宮嵜 孝子,樋田 信幸,渡辺 憲治,中村 志
郎.  

当院における大量出血型クローン病に
関する臨床的検討. 

JDDW2019 
 

神戸 2019 年 11 月 22日 

佐藤 寿行,内野 基,小島 健太郎,小柴 良
司,藤本 晃士,河合 幹夫,上小鶴 孝二,横
山 陽子,高川 哲也,宮嵜 孝子, 應田 義
雄,渡辺 憲治,樋田 信幸,堀 和敏,三輪 洋
人,池内 浩基,中村 志郎.  

免疫抑制治療中の炎症性腸疾患患者に
合併したニューモシスチス肺炎に関す
る臨床的検討. 

JDDW2019 
 

神戸 2019 年 11 月 21日 

宮嵜 孝子,賀来 宏司,木下 直彦,小島 健
太郎,小柴 良司,藤本 晃士,佐藤 寿行,河
合 幹夫,上小鶴 孝二,横山 陽子,樋田 信
幸,渡辺 憲治,中村 志郎..  

高度栄養障害を有するクローン病患者
におけるウステキヌマブの有効性. 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 
 

2019 年 11 月 9日 

横山 陽子, 渡辺 憲治, 宮嵜 孝子, 中村 
志郎. 

高齢者潰瘍性大腸炎患者に対する
Cytapheresis の有効性と最適化. 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 
 

2019 年 10 月 11日 

河合 幹夫,佐藤 寿行,藤本 晃士,小柴 良
司,小島 健太郎,横山 陽子,上小鶴 孝二,
宮嵜 孝子,樋田 信幸,渡辺 憲治,中村 志
郎. 

難治性潰瘍性大腸炎に対する TNF 阻
害薬の治療成績と薬剤選択. 

第 84回日本インターフェ
ロンサイトカイン学会 

神戸 2019 年 8月 3日 
 
 

中村 志郎,宮嵜 孝子,樋田 信幸,渡辺 憲
治. 

潰瘍性大腸炎 内科治療の進歩と現状. 第 84回日本インターフェ
ロンサイトカイン学会 

神戸 2019 年 8月 2日 

中村 志郎. 炎症性腸疾患内科治療 update〜最新
の治療指針と兵庫医科大学の治療成績
を中心に〜. 

第 107 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

福岡 2019 年 5月 25日 

中村 志郎. これからの潰瘍性大腸炎の治療戦略. 第 105 回日本消化器病学
会総会. 

石川 2019 年 5月 10日 

Saito E, Nagahori M, Watanabe M The clinical effectiveness of 
vedolizumab in patients with 
ulcerative Colitis  

JDDW 2019 神戸国際会
議場 

2019 年 11 月 21日 

大庭真梨、村上義孝、西脇祐司、朝倉敬子、
大藤さとこ、福島若葉． 

難治性炎症性腸管障害希少疾患の有病
者数推計に関する全国疫学調査． 

第 78回日本公衆衛生学会
総会． 

高知市 2019 年 10 月 24日 

畑啓介、品川貴秀、池内浩基、福島浩平、二
見喜太郎、杉田昭、内野基、渡辺和宏、東大
二郎、小金井一隆、木村英明、荒木俊光、水
島恒和、板橋道朗、植田剛、大庭幸治、石原
聡一郎、鈴木康夫 

クローン病における腸管再手術率の検
討：多施設共同後向き研究 

 第 10 回日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

Hata K, Shinagawa T, Ishihara S Risk factors for reoperation in 
Crohn’s disease. A Retrospective 
Multicenter Study in Japan 

JDDW 2019 神戸 2019 年 11 月 23日 

畑啓介、渡邉聡明、味岡洋一、光山慶一、渡
辺憲治、花井洋行、仲瀬裕志、国崎玲子、松
田圭二、岩切 龍一、樋田信幸、田中信治、
竹内義明、大塚和朗、村上 和成、小林清典、
岩男泰、長堀正和、飯塚文瑛、五十嵐正広、
平田一郎、工藤進英、松本主之、上野文昭、
渡辺玄、池上雅博、伊東陽子、大庭幸治、井
上永介、友次直輝、武林亨、杉原健一、鈴木
康夫、渡辺 守、日比紀文 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌サーベイラン
スにおける狙撃生検とランダム生検の
ランダム化比較試験 

 第９回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

京都 2018 年 11 月 22日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Sands BE, Abreu MT, Leong RW, Marano 
C4, O’Brien CD, Zhang H, Zhou Y, 
Johanns J, Rowbotham D, Hisamatsu T, 
Arasaradnam RP, Ellen Scherl E, Danese 
D, Peyrin-Biroulet L. 

Efficacy and safety of long-term 
treatment with ustekinumab in 
moderate-severe ulcerative colitis 
patients with delayed response to 
ustekinumab induction: Results 
from the UNIFI 2-year long-term 
extension. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 

Sands BE, Sandborn WJ, Panaccione R, 
O’Brien CD, Zhang H, Johanns J, Zhou 
Y, Peyrin-Biroulet L, Scherl E, Leong 
RW, Rowbotham DS, Arasaradnam RP, 
Hisamatsu T, Abreu MT, Danese S, 
Marano C.  

Efficacy of Ustekinumab for 
Ulcerative Colitis in Biologic 
Naïve, Biologic Non-failure, and 
Biologic Failure Populations 
Through 2 Years: UNIFI Long-term 
Extension. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 

Umeno J, Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, 
Esaki M, Yanai S, Ohmiya N, Hisamatsu 
T, Watanabe K, Hosoe N, Ogata H, Hirai 
F, Hisabe T, Matsui T, Yao T, Kitazono 
T, Matsumoto T; CEAS study group. 

A nationwide survey of chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene in Japan 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 

Miyoshi J, Saito D, Nakamura M, Miura 
M, Mitsui T, Kudo T, Murakami S, 
Matsuura M, Hisamatsu T.  

The impact of elemental diet on 
the human gut microbial structure 
and intestinal metabolites. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 

Kobayashi T, Motoya S, Nakamura S, 
Yamamoto T, Nagahori M, Tanaka S, 
Hisamatsu T, Hirai F, Nakase H, 
Watanabe K, Matsumoto T, Tanaka M, Abe 
T, Suzuki Y, Watanabe M, and Hibi T, 
on behalf of HAYABUSA Study Group.  

The first prospective, 
mucticentre, randomised controlled 
trial on discontinuation of 
infliximab in ulcerative colitis; 
endoscopic normalisation does not 
guarantee successful 
discontinuation. 

15th Congress of ECCO Vienna 2020 年 2月 13-15 日 

Sands BE, Sandborn WJ, Panaccione R, 
O’Brien CD, Hongyan Zhang H, Johanns 
J, Zhou Y, Tikhonov I, Peyrin-Biroulet 
L, van Assche G, Danese S, Targan S, 
Abreu MT, Hisamatsu T, Scherl E, Leong 
RW, Rowbotham DS, Arasaradnam RP, and 
Marano C.  

Efficacy and Safety of Ustekinumab 
for Ulcerative Colitis Through 2 
Years: UNIFI Long-term Extension 
 

UEGW 2019 Barcelona 2019 年 10 月 19-23
日 

Omoniyi J Adedokun, Zhenhua Xu, 
Colleen Marano, Chris O’Brien, 
Philippe Szapary, Hongyan Zhang, Jewel 
Johanns, Rupert Leong, Tadakazu 
Hisamatsu, Gert van Assche, Silvio 
Danese, Maria T. Abreu, Bruce E. 
Sands, William J. Sandborn. P 

Pharmacokinetics and Exposure-
Response Relationships of 
Ustekinumab in Patients with 
Ulcerative Colitis: Results from 
the UNIFI Induction and 
Maintenance Studies. 

UEGW 2019 Barcelona 2019 年 10 月 19-23
日 

Omoniyi J Adedokun, Zhenhua Xu, 
Colleen Marano, Chris O’Brien, 
Philippe Szapary, Hongyan Zhang, Jewel 
Johanns, Rupert Leong, Tadakazu 
Hisamatsu, Gert van Assche, Silvio 
Danese, Maria T. Abreu, Bruce E. 
Sands, William J. Sandborn. 

Pharmacokinetics and Exposure-
Response Relationships of 
Ustekinumab in Patients with 
Ulcerative Colitis: Results from 
the UNIFI Induction and 
Maintenance Studies. 

ACG 2019 San Antonio 2019 年 10 月 25-30
日 

Hisamatsu T, Kato S, Kunisaki R, 
Matsuura M, Nagahori M, Motoya S, 
Esaki M, Fukata M, Inoue S, Sugaya T, 
Sakuraba H, Hirai F, Watanabe K, Kanai 
T, Naganuma M, Nakase H, Suzuki Y, 
Watanabe M, Hibi T, Nojima M, 
Matsumoto T, DIAMOND2 Study Group.  

Withdrawal of thiopurines in 
Crohn’s disease treated with 
scheduled adalimumab maintenance: 
a prospective randomised clinical 
trial (DIAMOND2)  
 

Falk Symposium 215 St 
Petersburg 

2019 年 7月 5-6 日 

Hisamatsu T From Asia to Worldwide - Education 
for IBD 

AOCC 2019 Taipei 2019 年 6月 15-16 日 

Hisamatsu T What Clinician Should Know about 
the Animal Model Results? 

AOCC 2019 Taipei 2019 年 6月 15-16 日 

Sakuraba A, Hisamatsu T, Nemoto N, 
Ozaki R, Sato T, okunaga S, Kikuchi O, 
Minowa S, Ikezaki O, Miura M, Saito D, 
Hayashida H, Mori H, Yoneyama M, 
Ohnishi H.  

The ability to differentiate 
mucosal healing using fecal 
biomarkers is affected by the 
extension of inflammation in 
ulcerative colitis. 

AOCC 2019 Taipei 2019 年 6月 15-16 日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Sands BE, Sandborn WJ, Panaccione R, 
O’Brien CD, Zhang H, Johanns J, 
Peyrin-Biroulet L, Van Assche GA, 
Danes S, Targan SR, Abreu MT, 
Hisamatsu T, Szapary P, Marano CW. 

EFFICACY AND SAFETY OF USTEKINUMAB 
AS MAINTENANCE THERAPY IN 
ULCERATIVE COLITIS: WEEK 44 
RESULTS FROM UNIFI. 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

Adedokun OJ, Xu Z, Marano CW, O7Brien 
CD, Szapary P, Zhang H, Johanns J, 
Leong RW, Hisamatsu T, Van Assche GA, 
Danes S, Abreu MT, Sands BE, Sandborn 
WJ.  

PHARMACOKNETICS AND EXPOSURE-
RESPONSE RELATIONSHIP OF 
INTRAVENOUSLY ADMINISTERED 
USTEKINUMAB DURING INDUCTION 
TREATMENT WITH ULCERSTIVE COLITIS: 
RESULTS FROM THE UNIFI INDUCTION 
STUDY 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

Hisamatsu T, Kato S, Kunisaki R, 
Matsuura M, Nagahori M, Motoya S, 
Esaki M, Fukata M, Inoue S, Sugaya T, 
Sakuraba H, Hirai F, Watanabe K, Kanai 
T, Naganuma M, Nakase H, Suzuki Y, 
Watanabe M, Hibi T, Nojima M, 
Matsumoto T, DIAMOND2 Study Group.  

Withdrawal of thiopurines in 
Crohn’s disease treated with 
scheduled adalimumab maintenance: 
a prospective randomised clinical 
trial (DIAMOND2) 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

Van Assche GA, Targan SR, Baker T, 
O’Brien CD, Zhang H, Johanns J, 
Szapary P, Marano CW, Leong RW, 
Rowbotham D, Hisamatsu T, Danes S, 
Sands BE Peyrin-Biroulet L. 

SUSTAINED REMISSION IN PATIENTS 
WITH MODERATE TO SEVERE ULCERATIVE 
COLITIS: RESULTS FROM THE PHASE 3 
UNIFI MAINTENANCE STUDY 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

Morikubo H, Ozaki R, Okabayshi S, 
Kiyohara H, Matsubayashi M, Sagami S, 
Nakano M, Ikezaki O, Hisamatsu T, Hibi 
T, Kobayashi T.  

DOES SWITHCHING BETWEEN 5-
AMINOSALICYLATES AFFECT THIOPURINE 
METABOLISM AND CLINICAL OUTOCOMES 
IN PATIENT WITH ULCERATIVE 
COLITIS? 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

Sujino T, Kiyohara H, Teratani T, 
Miyamoto K, Arai M, Nomura E, Harada 
Y, Aoki R, Koda Y, Mikami Y, Mizuno S, 
Naganuma M, Hisamatsu T, Kanai T. 

TLR7 AGONIST INDUCED DERMATIS 
EXACEEBATED COLITIS VIA ALTERING 
HOST IMMUNE CELLS AND GUT 
MICROBIOTA. 

Digestive Disease Week 
2019. 

San Diego 2019 年 5月 19-21 日 

林田真理，三好 潤，和田晴香，尾崎 
良，菊地翁輝，徳永創太郎，箕輪慎太郎，
三井達也，三浦みき，齋藤大祐，桜庭彰
人，松浦 稔，久松理一 

ベーチェット病患者における小腸用カ
プセル内視鏡を用いた小腸病変の検討 
 

第 13回日本カプセル内視
鏡学会 

 

ホテル日航
姫路 

2020 年 2月 9日 

三好 潤，斎藤大祐，三浦みき，三井達
也，村上慎之介，工藤 徹，久松理一 
 

成分栄養剤の摂取による腸内細菌叢の
変化－健常人における非炎症下での腸
管 microbiome および代謝物の検討 

第 16回日本消化管学会 
 

ホテル日航
姫路&姫路キ
ヤッスルグ
ランヴィリ
オホテル 

2020 年 2月 7-8 日 

久松理一 
 

腸管ベーチェット病の診断と治療 第 16回日本消化管学会 
 

ホテル日航
姫路&姫路キ
ヤッスルグ
ランヴィリ
オホテル 

2020 年 2月 7-8 日 

斎藤大祐，松浦 稔，和田晴香，尾崎 
良，菊地翁輝，徳永創太郎，箕輪慎太郎，
三井達也，三浦みき，櫻庭彰人，林田真
理，三好 潤，久松理一 

潰瘍性大腸炎に対する Vedolizumab に
よる寛解導入療法の治療効果予測に関
する検討 
 

第 47回日本潰瘍学会 ヒルトン小
田原リゾー
ト＆スパ 

2020 年 1月 16-17 日 

久松理一 
 

炎症性腸疾患に対する分子標的治療の
進歩 

第 47回日本潰瘍学会 ヒルトン小
田原リゾー
ト＆スパ 

2020 年 1月 16-17 日 

久松理一 
 

CD に対する Ustekinumab のエビデンス
と今後の課題 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス 
福岡 

2019 年 11 月 29日 

斎藤大祐，松浦 稔，和田晴香，尾崎 
良，菊地翁輝，徳永創太郎，箕輪慎太郎，
三井達也，三浦みき，櫻庭彰人，林田真
理，三好 潤，久松理一 

潰瘍性大腸炎に対する Vedolizumab に
よる寛解導入療法の治療効果予測に関
する検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス 
福岡 

2019 年 11 月 29日 

徳永創太郎，斎藤大祐，三浦みき，尾崎 
良，菊地翁輝，箕輪慎太郎，三井達也，櫻
庭彰人，林田真理，三好 潤，松浦 稔，
久松理一 

高齢発症潰瘍性大腸炎患者の予後予測
因子に関する検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス 
福岡 

2019 年 11 月 29日 

三好 潤，斎藤大祐，三浦みき，三井達
也，村上慎之介，工藤 徹，久松理一 

成分経腸栄養剤の摂取による腸内細菌
の変化–健常人におけるパイロット検
討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス 
福岡 

2019 年 11 月 29日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
久松理一，青山伸郎，Shu-Chen Wei，
Wangang Xie，佐藤真弘，浅部伸一，Wen 
Zhou，谷田諭志 

中等症〜重症の活動性潰瘍性大腸炎ア
ジア人患者でのウパダシチニブの有効
性・安全性：第 2b相導入療法試験 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

アクロス 
福岡 

2019 年 11 月 29日 

久松理一 
 

潰瘍性大腸炎の国内外の診療ガイドラ
イン 

JDDW 2019 神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019 年 11 月 21-24
日 

斎藤大祐，三浦みき，久松理一 
 

潰瘍性大腸炎における 5-ASA 不耐症例
に対する 5-ASA ローテーションの有効
性の検討 

JDDW 2019 神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019 年 11 月 21-24
日 

徳永創太郎，斎藤大祐，久松理一 
 

高齢発症潰瘍性大腸炎患者の転帰に関
する予後因子の検討 

JDDW 2019 神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019 年 11 月 21-24
日 

林田真理，三好 潤，和田晴香，尾崎 
良，菊地翁輝，德永創太郎，箕輪慎太郎，
三井達也，三浦みき，齋藤大祐，櫻庭彰
人，松浦 稔，久松理一 

ベーチェット病の小腸病変に対するカ
プセル内視鏡検査と便中カルプロテク
チン測定の有用性 
 

第 57回日本小腸学会 リーガロイ
ヤルホテル

大阪 

2019 年 11 月 9日 

齋藤大祐，松浦 稔，尾崎 良，菊地翁
輝，德永創太郎，箕輪慎太郎，三井達也，
三浦みき，櫻庭彰人，林田真理，三好 
潤，仲瀬裕志，久松理一 

当院における MEFV 遺伝子関連腸炎の
臨床的特徴に関する検討 

第 57回日本小腸学会 リーガロイ
ヤルホテル

大阪 

2019 年 11 月 9日 

久松理一 
 

難治性小腸疾患の診断と治療（基調講
演） 

第 57回日本小腸学会 リーガロイ
ヤルホテル

大阪 

2019 年 11 月 9日 

齋藤大祐，松浦 稔，尾崎 良，菊地翁
輝，德永創太郎，箕輪慎太郎，三井達也，
三浦みき，櫻庭彰人，林田真理，三好 
潤，仲瀬裕志，久松理一 

MEFV 遺伝子解析を実施した IBD 
unclassified の検討 
 

第 37回日本大腸検査学会
総会 
 

JA 共催ビル 
カンファレ
ンスホール 

2019 年 11 月 1-2 日 

久松理一 
 

炎症性腸疾患に対する分子標的治療の
進歩（教育講演） 

第 37回日本ヒト細胞学会
学術集会 

杏林大学井
の頭キャン

パス 

2019 年 10 月 19日 

德永創太郎，齋藤大祐，三浦みき，尾崎 
良，菊地翁輝，箕輪慎太郎，三井達也，櫻
庭彰人，林田真理，三好 潤，松浦 稔，
久松理一  

高齢発症潰瘍性大腸炎患者の転帰に関
する予後予測因子の解析 
 

第 22回日本高齢消化器病
学会総会 

 

神戸ポート
ピアホテル 

 

2019 年 8月 2-3 日 

三好 潤，Leone Vanessa，三好佐和子，
Lee Sonny，Eren A. Murat，久松理一，
Chang Eugene 

周産期母体への抗生剤曝露により子に
生じる腸管 dysbiosis，免疫発達異
常，炎症性腸疾患リスクの上昇 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 1-2 日 

齋藤大祐，日比則孝，尾崎 良，菊地翁
輝，佐藤太龍，德永創太郎，箕輪慎太郎，
池崎 修，三井達也，三浦みき，櫻庭彰
人，林田真理，仲瀬裕志，久松理一 

コルヒチンが有効な MEFV 遺伝子関連
腸炎が IBDU に紛れている 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 1-2 日 

久松理一 
 

潰瘍性大腸炎のモニタリングとバイオ
マーカー 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 1-2 日 

根本展希，櫻庭彰人，池崎 修，三井達
也，三浦みき，斎藤大祐，林田真理，久松
理一 

病変範囲を考慮した潰瘍性大腸炎にお
ける便中バイオマーカーの特性につい
ての検討 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

 

ホテル日航
金沢 

2019 年 5月 11日 

久松理一，鈴木康夫，栗本沙理奈，日比紀
文 
 

クローン病を対象としたアダリムマブ
長期使用での安全性と有効性の検討：
特定使用成績調査（DEEP survey） 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

 

ホテル金沢 2019 年 5月 10日 

Tadakazu Hisamatsu, Bruce E. Sands, 
Colleen Marano 
 

Efficacy and Safety of Ustekinumab 
as Maintenance Therapy in 
Ulcerative Colitis: Week 44 
Results from UNIFI 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

 

石川県立音
楽堂 

2019 年 5月 9日 

久松理一 
 

IBD における便バイオマーカーの展望
と課題 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

ホテル日航
金沢 

2019 年 5月 9日 

Bruce E.Sands, William J. Sandborn, 
Laurent Peyrin-Biroulet, Peter DR 
Higgins, Fumihito Hirai, Vipul 
Jaireth, Ruth Belin, Yan Dong, Elisa 
Gomez Valderas, Debra Miller, MaryAnn 
Morgan-Cox, April N. Naegeli, Paul 
Pollack, Jay Tuttle, Toshifumi Hibi. 

Impact of Mirikizumab Treatment on 
Inflammatory Bowel Disease 
Questionnaire Scores in Patients 
With Moderate to Severely Active 
Crohn's Disease. 

27th United European 
Gastroenterology Week 

バルセロナ 2019年10月19日-23日 

阿部光市、今給黎宗、松岡弘樹、向坂秀
人、松岡 賢、萱嶋善行、久能宣昭、石橋
英樹、船越禎広、竹田津英稔、平井郁仁 

迅速に行った小腸カプセル内視鏡検査
が診断に有用であった小腸動静脈奇形
の一例 

第 13回日本カプセル内視
鏡学会総会 

姫路 2020 年 2月 9日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
平井郁仁、Bruce E Sands、William J. 
Sandborn、Laurent Peyrin-Biroulet、
Peter DR Higgins、中條 航、里井洋一、
Ruth Belin、Elisa Gomez Valderas、
Debra Miller、MaryAnn Morgan-Cox、
April Naegeli、Paul Pollack、Jay 
Tuttle、渡辺 守、日比紀文 

Mirikizumab(抗 IL23p19 抗体製剤)の
日本人を含むクローン病(CD)患者での
第Ⅱ相試験の 12週の有効性及び安全
性 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 
 

平井郁仁、宇田晃仁、田中圭祐 大規模診療データ解析からみた本邦の
クローン病治療及び診断の実態 

第 27回日本消化器関連学
会週間（JDDW2019） 

神戸 
 

2019年11月21日-24日 

今給黎 宗、松岡弘樹、向坂秀人、松岡 
賢、萱嶋善行、久能宣昭、阿部光市、船越
禎広、石橋英樹、竹田津英稔、平井郁仁 

回腸末端に高度の潰瘍性病変を認めた
IgA 血管炎の一例 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

久能宣昭、今給黎 宗、松岡弘樹、向坂秀
人、松岡 賢、萱嶋善行、阿部光市、船越
禎広、石橋英樹、竹田津英稔、平井郁仁 

直腸尿道瘻を伴うクローン病に対しウ
ステキヌマブを投与し、外科的治療が
回避できた１例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019年11月8日-9日 

柴田 衛、久能宣昭、阿部光市、北口恭
規、松岡弘樹、今給黎 宗、向坂秀人、松
岡 賢、萱嶋善行、船越禎広、石橋英樹、
竹田津英稔、平井郁仁 

典型的な全身症状を欠き、診断に難渋
したループス腸炎の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019年11月8日-9日 

福島浩平 Postoperative therapy with 
infliximab for Crohn’s 
disease :A2-year prospective 
randomized multicenter study in 
japan 

第 119 回 
日本外科学会 

リーガロイ
ヤルホテル

大阪 
 

2019 年 4月 19日 

東大二郎,平野由紀子,上床崇吾,林貴臣, 
増井友恵,小島大望,竹下一生,二見喜太郎, 
前川隆文 

クローン病の穿孔型、非穿孔型の病態
別にみた外科治療 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 18日 

上床崇吾,東大二郎,平野由紀子,林貴臣, 
増井友恵,二見喜太郎,前川隆文 

中毒性巨大結腸症を来し手術を行った
潰瘍性大腸炎の検討 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

上床崇吾,竹下一生,小島大望,林貴臣,平野
由紀子,東大二郎,三上公治,二見喜太郎, 
前川隆文 

クローン病十二指腸狭窄に対するバイ
パス術、Jabouley 手術症例の検討 

日本消化器病学会九州支
部例会第 113 回例会 

福岡 2019 年 5月 25日 

竹下一生，林貴臣，上床崇吾，小島大望，平
野由紀子，東大二郎，三上公治，二見喜太郎，
前川 隆文 

サーベイランスにより早期発見できた
クローン病に合併した小腸癌 

第 56回九州外科学会 鹿児島 2019 年 5月 17日 

小島大望，三上公治，林貴臣，竹下一生，増
井友恵，上床崇吾，永田旭，槇研二，平野由
紀子，平野公一，吉田康浩，東大二郎，二見
喜太郎，前川隆文 

ハルトマン手術後の人工肛門閉鎖の工
夫 

第 56回九州外科学会 鹿児島 2019 年 5月 17日 

二見喜太郎 炎症性腸疾患に対する外科治療の成績
と方向性 
クローン病に対する外科治療のこれま
でとこれから 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 20日 

東大二郎，平野由紀子，二見喜太郎，上床崇
吾，林貴臣，小島大望，平野公一，槇研二，
増井友恵，竹下一生，吉田康浩，永田旭，三
上公治，前川隆文 

下部消化管癌を合併したクローン病患
者の外科治療とサーベイランス 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 18日 

Chikako Watanabe, Motohiro Esaki, 
Kenji Watanabe, Shiro Nakamura, 
Hirokazu Yamagami, Naoki Yoshimura, 
Makoto Naganuma, Katsuyoshi Matsuoka, 
Kaoru Yokoyama, Toshimitsu Fujii, 
Masakazu Nagahori, Taku Kobayashi, 
Toshifumi Hibi, Ryota Hokari 

NON-ADHERENCE TO MAINTENANCE 
MEDICATIONS IS COMMON IN PREGNANT 
ULCERATIVE COLITIS PATIENTS AND 
CONTRIBUTE TO DISEASE FLARES AND 
ADVERSE PREGNANCY OUTCOMES-A 
MULTICENTER PROSPECTIVE STUDY. 

DIGESTIVE DISEASE WEEK 
2019 

米国 
サンディエ

ゴ 

2019 年 5月 19日 

Umeno J, Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, 
Esaki M, Yanai S, Ohmiya N, Hisamatsu 
T, Watanabe K, Hosoe N, Ogata H, Hirai 
F, Hisabe T, Matsui T, Yao T, Kitazono 
T, Matsumoto T, CEAS Study Group 

A nationwide survey of chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene in Japan 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 

Okamoto D, Kakuta Y, Takeo N, Moroi R, 
Kuroha M, Kanazawa Y, Hisashi S, 
Fuyuno Y, Umeno J, Hirano A, Torisu T, 
Nakamura M, Esaki M, Matsumoto T, 
Kinouchi Y, Masamune A 

Genetic analysis of ulcerative 
colitis in Japanese individuals 
using population-specific SNP 
array 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Okamoto Y, Esaki M, Morishita T, Hara 
Y, Hirano A, Umeno J, Maehata Y, 
Kobayashi H, Ishikawa H, Torisu T, 
Matsumoto T, and Kitazono T 

Preventive effect of lactobacillus 
salivarius wb21 on small bowel 
injuries in subjects  who take 
both nsaid and ppi: a randomized，
double-blind，placebo-controlled 
trial 

27th United European 
Gastroenterology Week 

Barcelona，
Spain 

2019，10 

伊藤貴伸、星雄介、本間貴士、角田文彦、虻
川大樹、武山淳二 

TNF-α阻害薬関連血管炎を発症した潰
瘍性大腸炎の 1例 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良市 2019 年 11 月 2日 

Usami M,Takeuchi I,Shoji H,Kudo 
T,Jimbo K,Nambu R,Iwama I,Hara 
T,Shimizu H,Shimizu T,Arai K. 

Evaluation of Deficient Nutrients 
in Infants and Toddlers Mainly 
Taking Amino-Acids Based Low-Fat 
Formula: Exploratory Study. 

Pediatric 
Gastroenterology,Hepato
logy & Nutrition, KTJ 

Meeting 2019 

Seoul,Korea 2019 年 10 月 20日 

Arai K,Tanaka M,Shimizu H,Akemoto 
Y,Takeuchi I,Irie R,Yoshioka T. 

Impaired plasmacytosis as a 
characteristic histological 
finding of very early-onset 
inflammatory bowel disease. 

5th International 
Symposium on Paediatric 

Inflammatory Bowel 
Disease 

Budapest,Hu
ngary 

2019 年 9月 12日 

Shimizu H,Arai K,Takahashi T,Asahara 
T,Tsuji H,Matsumoto S,Takeuchi I,Kyodo 
R,Yamashiro Y. 

Stool preparation under anaerobic 
conditions contributes to 
retaining obligate anaerobes for 
faecal microbiota transplantation. 

5th International 
Symposium on Paediatric 

Inflammatory Bowel 
Disease 

Budapest,Hu
ngary 

2019 年 9月 12日 

石毛崇，村越孝次，国崎玲子，萩原真一
郎，清水泰岳，齋藤武，中山佳子，栁忠
宏，井上幹大，熊谷秀規，岩間達，望月貴
博，田尻仁，平野友梨，新井勝大． 

日本小児ＩＢＤレジストリ報告 2020：
小児クローン病治療の経時的変化． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

竹内一朗，清水泰岳，京戸玲子，佐藤琢
郎，宇佐美雅章，伊藤夏希，平野友梨，新
井勝大． 

小児期発症クローン病患者に対するウ
ステキヌマブの使用経験． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

平野友梨，板橋道朗，斎藤武，内田恵一，
井上幹大，新井勝大，平山敦大，木村英
明，国崎玲子． 

思春期に大腸全摘術を受けた潰瘍性大
腸炎患者の手術に対する心理的受容の
検討． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

新井勝大，田中正則，清水泰岳，明本由
衣，竹内一朗，義岡孝子． 

超早期発症型炎症性腸疾患の病理組織
所見の検討． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

石原潤，新井勝大，工藤孝広，南部隆亮，
田尻仁，青松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，
橋本邦生，十河剛，高橋美智子，恵谷ゆ
り，坂本廣高，小西健一郎，水落建輝． 

本邦の小児炎症性腸疾患における血清
亜鉛・セレンの検討：後方視的多施設
研究． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

水落建輝，新井勝大，工藤孝広，南部隆
亮，田尻仁，青松友槻，阿部直紀，垣内俊
彦，橋本邦生，十河剛，高橋美智子，恵谷
ゆり，高木祐吾，小西健一郎，石原潤，樽
井俊介，光山慶一． 

小児潰瘍性大腸炎の診断における血清
ＰＲ３－ＡＮＣＡの有用性：前方視的
多施設研究． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

石毛崇，新井勝大，工藤孝広，江口英孝，
竹内一朗，西澤拓哉，神保圭佑，岡崎康
司，清水俊明． 

国内における遺伝性炎症性腸疾患疑い
症例の診断体制構築のための研究． 

第 20回日本小児ＩＢＤ 
研究会 

神奈川 2020 年 2月 2日 

新井勝大，清水俊明，工藤孝広，清水泰
岳，細井賢二，大塚宜一，石毛崇，内田恵
一，田尻仁，鈴木康夫． 

本邦における腸早期発症型炎症性腸疾
患（ＶＥＯ－ＩＢＤ）の実態解明と診
断基準の作成． 

厚生労働科学研究費 難
治性疾患政策研究事業
「難治性炎症性腸管障害
に関する調査研究」令和
元年度 第 2回総会 

東京 2020 年 1月 23日 

石毛崇，村越孝次，国崎玲子，萩原真一
郎，清水泰岳，齋藤武，中山佳子，栁忠
宏，井上幹大，熊谷秀規，岩間達，望月貴
博，田尻仁，平野友梨，新井勝大． 

日本小児炎症性腸疾患レジストリを用
いた小児期発症クローン病に対する栄
養療法の使用実態の解析． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

水落建輝，新井勝大，工藤孝広，南部隆
亮，田尻仁，青松友槻，阿部直紀，垣内俊
彦，橋本邦生，十河剛，高橋美智子，恵谷
ゆり，高木祐吾，小西健一郎，石原潤，樽
井俊介，光山慶一． 

小児潰瘍性大腸炎の診断における血清
ＰＲ３－ＡＮＣＡの有用性：前方視的
多施設研究． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

石原潤，新井勝大，工藤孝広，南部隆亮，
田尻仁，青松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，
橋本邦生，十河剛，高橋美智子，恵谷ゆ
り，坂口廣高，小西健一郎，水落建輝． 

小児炎症性腸疾患における血清亜鉛お
よびセレン値の検討：後方視的多施設
研究． 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

平野友梨, 野村智実, 清水泰岳, 竹内一
朗, 田中恭子, 新井勝大． 

思春期炎症性腸疾患患者におけるQOL
の低下とメンタルヘルスの阻害につい
ての調査研究． 

第 32回日本総合病院精神
医学会総会 

岡山 2019 年 11 月 15日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
河合利尚, 竹内一朗, 清水泰岳, 新井勝
大． 

慢性肉芽腫症腸炎におけるサリドマイ
ドの治療効果と生体防御機構への影
響． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 3日 

石毛崇, 村越孝次, 国崎玲子, 萩原真一
郎, 清水泰岳, 齋藤武, 中山佳子, 柳忠
宏, 井上幹大, 熊谷秀規, 岩間達, 望月貴
博, 田尻仁, 平野友梨, 新井勝大． 

日本小児炎症性腸疾患レジストリを用
いた小児期発症クローン病に対する栄
養療法の使用実態の解析． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 3日 

新井勝大, 石毛崇, 工藤孝広, 岡崎康司, 
江口英孝, 神保圭佑, 竹内一朗, 西澤拓
哉, 清水俊明． 

超早期発症型炎症性腸疾患に対するシ
ームレスな診断・治療・研究体制の構
築研究． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

京戸玲子, 清水泰岳, 竹内一朗, 平野友
梨, 伊藤夏希, 宇佐美雅章, 佐藤琢郎, 清
水俊明, 新井勝大． 

国立成育医療研究センターにおける小
児期発症炎症性腸疾患の診療経験． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

伊藤夏希, 竹内一朗, 京戸玲子, 宇佐美雅
章, 佐藤琢郎, 清水泰岳, 平野友梨, 清水
俊明, 新井勝大． 

潰瘍性大腸炎からクローン病に診断が
変更となった症例の検討． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

小林まどか, 中尾寛, 伊藤夏希, 竹内一
朗, 清水泰岳, 新井勝大, 窪田満． 

右股関節炎を初発症状とした潰瘍性大
腸炎の一例． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

石原潤, 新井勝大, 工藤孝広, 南部隆亮, 
田尻仁, 青松友槻, 阿部直紀, 垣内俊彦, 
橋本邦生, 十河剛, 小西健一郎, 水落建
輝, 高橋美智子, 惠谷ゆり． 

小児炎症性腸疾患における血清亜鉛お
よびセレン値の検討 後方視的多施設
研究． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

竹内一朗, 船山理恵, 東海林宏道, 南部隆
亮, 神保圭佑, 原朋子, 工藤孝広, 清水泰
岳, 野村伊知郎, 岩間達, 清水俊明, 新井
勝大． 

成分栄養剤による栄養管理が行われて
いる乳幼児を対象とした栄養素欠乏の
探索的研究． 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 2日 

新井勝大，河合利尚，清水俊明，鈴木康
夫． 

慢性肉芽腫症に関連する腸炎患者を対
象としたサリドマイド口腔内崩壊錠の
プラセボ対照二重盲検比較試験． 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患政策研究事業「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」令和元年

度 第 1回総会 

東京 2019 年 7月 25日 

新井勝大，清水俊明，工藤孝広，石毛崇，
清水泰岳，細井賢二，大塚宜一，内田恵
一，田尻仁，鈴木康夫． 

本邦における超早期発症型炎症性腸疾
患（VEO-IBD）の実態解明と診断基準
の作成． 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患政策研究事業「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」令和元年

度 第 1回総会 

東京 2019 年 7月 25日 

新井喜康，久保圭佑，伊藤夏希，時田万
英，丘逸宏，京戸玲子，佐藤真教，細井賢
二，工藤孝広，大塚宜一，小坂征太郎，矢
崎悠汰，越智崇徳，山高篤行，竹内一朗，
清水泰岳，新井勝大，吉村聡，加藤元博，
清水俊明． 

IL-10 受容体異常による超早期発症型
炎症性腸疾患と診断した 1乳児例． 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

金沢 2019 年 4月 20日 

水落建輝，新井勝大，工藤孝広，南部隆
亮，青松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，橋本
邦生，十河剛，田尻仁． 

小児クローン病の診断における血清マ
ーカーACP353 の有用性 前方視的多施
設研究． 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

金沢 2019 年 4月 20日 

清水泰岳，竹内一朗，新井勝大，大西英理
子，嘉村浩美，秦健一郎，清水俊明． 

小児潰瘍性大腸炎患者 8例に対する抗
菌薬前処置併用糞便移植の実施経験． 

第 122 回日本小児科学会
学術集会 

金沢 2019 年 4月 20日 

Amano T, Shinzaki S, Iijima H, et al. Strategy of selecting anti-TNF 
agent in patients with Crohn's 
Disease: A multi-center 
retrospective cohort study by the 
Osaka Gut Forum 

ECCO Vienna, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

Iijima H, Mizuno S, Shinzaki S, et al. SEFULNESS OF LEUCINE-RICH ALPHA-2-
GLYCOPROTEIN (LRG) TO MONITOR THE 
EFFICACY OF ADALIMUMAB TREATMENT 
IN PATIENTS WITH ULCERATIVE 
COLITIS (PLANET STUDY). 

UEGW Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 21日 

Shinzaki S, Matsuoka K, Iijima H, et 
al.  

USEFULNESS OF SERUM LEUCINE-RICH 
ALPHA-2-GLYCOPROTEIN (LRG) FOR 
MONITORING THE EFFICACY OF 
ADALIMUMAB TREATMENT IN PATIENTS 
WITH CROHN'S DISEASE (PLANET 
STUDY) 

UEGW Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 21日 

Iwatani S, Iijima H, Amano T, et al. TARGETED LIPIDOMIC ANALYSIS OF THE 
PLASMA OF INFLAMMATORY BOWEL 
DISEASE PATIENTS. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 10日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Tani M, Shinzaki S, Amano T, Iijima H, 
et al. 

SEASONAL VARIATION OF FECAL 
MICROBIOTA IN IBD PATIENTS. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 10日 

Yoshihara T, Shinzaki S, Amano T, 
Iijima H, et al. 

CONCENTRATION OF INFLIXIMAB IN THE 
NON-INFLAMED MUCOSA AS A PREDICTOR 
FOR SECONDARY LOSS OF RESPONSE TO 
INFLIXIMAB FOR CROHN'S DISEASE 
PATIENTS: A 4-YEAR PROSPECTIVE 
STUDY. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 10日 

Amano T, Shinzaki S, Iijima H, et al. MODIFIED GLASGOW PROGNOSTIC SCORE 
IS USEFUL FOR PREDICTING LONG-TERM 
CONTINUATION OF ANTI-TNF THERAPY 
IN PATIENTS WITH CROHN’S DISEASE. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 9日 

Araki M, Iijima H, Yoshihara T, et al. Depressive psychological status is 
associated with disease 
exacerbation in remissive Crohn's 
disease patients: a prospective 
observational study. 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 9日 

Otake Y, Shinzaki S, Iijima H, et al.  LYSOPHOSPHATIDYLSERINE 
DETERIORATES MURINE TNBS-INDUCED 
COLITIS 

Digestive Disease Week San Diego, 
USA 

2019 年 5月 9日 

谷瑞季,新崎信一郎,田代拓,飯島英樹, 他. 炎症性腸疾患患者の腸内細菌叢でみら
れる季節性変化 

第 10回炎症性腸疾患学会 福岡 2019 年 11 月 29日 

飯島英樹，金井隆典, 松本主之 潰瘍性大腸炎のアダリムマブ治療にお
ける Leucine-rich alpha-2-
glycoprotein (LRG)の有用性    
(PLANET study) 

JDDW 2019 神戸 2019 年 11 月 21日 

谷瑞季, 新崎信一郎, 天野孝広,飯島英
樹、他. 

IBD 患者の便検体における季節性変化
と増悪との関連 

第 56回日本消化器免疫 
学会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

岩谷修子, 新崎信一郎, 飯島英樹, 他. 炎症性腸疾患における Galectin-1 の
糖鎖を介した抗炎症作用の解明 

第 56回日本消化器免疫 
学会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

衛藤 武、飯塚政弘、相良志穂、宮澤秀彰 
 

当科クローン病患者におけるインフリ
キシマブ投与間隔短縮治療の治療成績 

第１６回日本消化管学会
総会 

ホテル日航
姫路 

2020 年 2月 7日 

飯塚 政弘、衛藤 武、相良 志穂 潰瘍性大腸炎難治例における血球成分
除去療法の長期治療成績と再有効性に
関する検討. 

第 2７回日本消化器関連
学会週間 

神戸国際会
議場 

2019 年 11 月 22日 

相良 志穂、保坂 薫子、佐藤 真喜子、 
飯塚 政弘 

パネルディスカッション 当センター
のヘリコバクター・ピロリ検査、除菌勧
奨の実態と新たな試み 

第 57回日本消化器がん検
診学会東北地方会 

秋田にぎわ
い交流館 AU 

2019 年 7月 6日 

Tanaka A, Kanmura S, Yutsudo K, Komaki 
Y, Iwaya H, Tanoue S, Arima S, Sasaki 
F, Hashimoto S, Ido A. 

The very interesting small bowel 
lesions of Cronkhite-Canada 
syndrome. 

Advances In 
Inflammatory Bowel 
Diseases（AIBD2019) 

Florida, 
USA 

2019 年 12 月 12日 

田中啓仁, 上村修司, 湯通堂和樹, 小牧祐
雅, 佐々木文郷, 井戸章雄. 

カプセル内視鏡で特徴的な小腸所見を
確認した Cronkhite-Canada 症候群の
一例. 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

湯通堂和樹，小牧祐雅, 小牧蕗子, 田中啓
仁, 佐々木文郷, 平野敦士, 梅野淳嗣, 上
村修司, 井戸章雄. 

アザチオプリン投与による急性膵炎が
疑われた潰瘍性大腸炎の 2例 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

小牧祐雅, 上村修司, 小牧蕗子, 田中啓
仁, 西俣伸亮, 鮫島洋一, 佐々木文郷, 
那須雄一郎, 大井秀久, 中村勇一, 徳重浩
一, 鮫島由規則, 井戸章雄. 

難治性潰瘍性大腸炎に対するゼルヤン
ツの有効性の検討 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会／第 108
回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会 

宮崎 2019 年 11 月 8,9 日 

小野陽平, 大井秀久, 生駒今日子, 鮫島洋
一, 徳元 攻, 上村 修司, 井戸章雄. 

アザチオプリン投与による急性膵炎が
疑われた潰瘍性大腸炎の 2例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会／第 108
回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会 

宮崎 2019 年 11 月 8,9 日 

田中啓仁, 上村修司, 湯通堂和樹, 小牧祐
雅, 井戸章雄. 

当院で経験した Cronkhite-Canada 症
候群 3例の小腸病変の検討. 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

Umeno J, Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, 
Esaki M, Yanai S, Ohmiya N, Hisamatsu 
T, Watanabe K, Hosoe N, Ogata H, Hirai 
F, Hisabe T, Matsui T, Yao T, Kitazono 
T, Matsumoto T, CEAS Study Group 

A nationwide survey of chronic 
enteropathy associated with 
SLCO2A1 gene in Japan 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Okamoto D, Kakuta Y, Takeo N, Moroi R, 
Kuroha M, Kanazawa Y, Hisashi S, 
Fuyuno Y, Umeno J, Hirano A, Torisu T, 
Nakamura M, Esaki M, Matsumoto T, 
Kinouchi Y, Masamune A 

Genetic analysis of ulcerative 
colitis in Japanese individuals 
using population-specific SNP 
array 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 

Matsuno Y, Hirano A, Torisu T, Fuyuno 
Y, Okamoto Y, Shin F, Tomohiko M, 
Umeno J, Hirakawa Y, Esaki M, Kitazono 
T 

The clinical efficacy and safety 
of indigo naturalis in induction & 
maintenance therapy for moderate-
to-severe ulcerative colitis: A 
single-centre prospective 
uncontrolled open-label study 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 

Hirano A, Umeno J, Torisu T Characteristics of mucosal 
microbial composition of patients 
with inflammatory bowel disease 
susceptibility HLA genotype 

The 15th Congress of 
European Crohn's and 
Colitis Organisation 

Vienna，
Austria 

2020，2 

Matsuno Y, Torisu T, Fuyuno Y, Okamoto 
Y, Fujioka S, Hirano A, Umeno J, 
Moriyama T, Kitazono T, Esaki M 

Long-term outcome of watch and 
wait strategy for gastric 
antibiotic-resistant mucosa-
associated lymphoid tissue 
lymphoma. 

27th United European 
Gastroenterology Week 

Barcelona，
Spain 

2019，10 

Okamoto Y, Esaki M, Morishita T, Hara 
Y, Hirano A, Umeno J, Maehata Y, 
Kobayashi H, Ishikawa H, Torisu T, 
Matsumoto T, and Kitazono T 

Preventive effect of lactobacillus 
salivarius wb21 on small bowel 
injuries in subjects  who take 
both nsaid and ppi: a randomized，
double-blind，placebo-controlled 
trial 

27th United European 
Gastroenterology Week 

Barcelona，
Spain 

2019，10 

Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, Shin 
Fujioka, Umeno J, Moriyama T , 
Kitazono T, Esaki M 

Prediction of loss of response to 
anti-TNFα antibody therapy using 
SES-CD in Crohn’s disease 
patients <poster> 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Taipei 
Taiwan 

2019，6 

Hirano A, Shibata H, Kakuta Y, 
Nagasaki M, Tokunaga K, Khor S, Kawai 
Y, Umeno J, Torisu T, Kitazono T, 
Esaki M 

The association study between HLA 
genotype and mucosal microbial 
composition in patients with 
inflammatory bowel disease. 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Taipei 
Taiwan 

2019，6 

Matsuno Y, Hirano A, Okamoto Y, Fuyuno 
Y, Fujioka S, Umeno J, Moriyama T, 
Torisu T, Kitazono T, Esaki M 

Short- and long-term outcome of 
patients treated with Indigo 
naturalis for inflammatory bowel 
disease: a single center 
retrospective study. 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis 

Taipei 
Taiwan 

2019，6 

佐藤大晃，田中貴英，藤岡審，岡本康治，冬
野雄太，平野敦士，梅野淳嗣，鳥巣剛弘，森
山智彦，川床慎一郎，保利喜史，孝橋賢一，
北園孝成 

巨大腹部デスモイド腫瘍により尿瘤を
生じた家族性大腸腺腫症の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

吉村悠花，仁田畑智紀，藤岡審，梅野淳嗣，
平野敦士，冬野雄太，鳥巣剛弘，北園孝成 

IFX による加療中に多関節炎を合併し
paradoxicalarthritis が疑われた潰瘍
性大腸炎の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

森下寿文，藤岡審，森山智彦，冬野雄太，岡
本康治，梅野淳嗣，平野敦士，鳥巣剛弘，北
園孝成 

当科における食道内視鏡的粘膜下層剥
離術施行(ESD)後狭窄の臨床的検討 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

井原勇太郎，梅野淳嗣，保利喜史，藤原美奈
子，鳥巣剛弘，江崎幹宏，北園孝成 

IV 型胃神経内分泌腫瘍患者における
ATP4A 遺伝子変異の同定 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

田中貴英，梅野淳嗣，東晃一，岡本康治，冬
野雄太，藤岡審，平野敦士，鳥巣剛弘，森山
智彦，川床慎一郎，保利喜史，大石善丈，江
崎幹宏，北園孝成 

Tenofovirdisoproxil 投与により胃潰
瘍を発症したと考えられた B 型慢性肝
炎の 1例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

井原勇太郎，藤岡審，鳥巣剛弘，梅野淳嗣，
平野敦士，岡本康治，冬野雄太，森山智彦，
江崎幹宏，北園孝成 

炎症性腸疾患診療の現状と展望 自験
クローン病患者におけるウステキヌマ
ブの短期および長期治療効果 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

宮崎 2019，11 

横手章人，冬野雄太，増原裕之，平野敦士，
梅野淳嗣，藤岡審，保利喜史，藤原美奈子，
山本英崇，森山智彦，鳥巣剛弘，北園孝成 

潰瘍性大腸炎に合併した直腸リンパ増
殖性疾患の 1例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

増原裕之，岡本康治，永吉絹子，冬野雄太，
藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，森山智彦，山
本充了，保利善史，藤原美奈子，鳥巣剛弘，
北園孝成 

全 周 性 の 大 腸 狭 窄 を 来 し た
diverticularcolitis の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
吉原崇正，岡本康治，長末智寛，冬野雄太，
藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，貞苅良彦，永
井俊太郎，保利喜史，藤原美奈子，森山智彦，
鳥巣剛弘，北園孝成 

空腸原発平滑筋肉腫の 1例 第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

野田真也佳，吉原崇正，河野真一，藤岡審，
永吉絹子，永井俊太郎，中村雅史，保利喜史，
藤原美奈子，天野良祐，冬野雄太，平野敦士，
梅野淳嗣，森山智彦，鳥巣剛弘，北園孝成 

腸閉塞症状を契機に発見された空腸神
経内分泌腫瘍の 1例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

野坂佳愛，岡本康治，増原裕之，田中貴英，
冬野雄太，藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，森
山智彦，鳥巣剛弘，北園孝成 

健常な高齢女性に発症したサイトメガ
ロウイルス腸炎の一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

田中貴英，平野敦士，蓑田洋介，岡本康治，
冬野雄太，藤岡審，梅野淳嗣，鳥巣剛弘，森
山智彦，保利喜史，藤原美奈子，北園孝成 

胃GISTと鑑別を要した胃迷入膵の1例 第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

原田英，藤岡審，平野敦士，梅野淳嗣，鳥巣
剛弘 

消化管出血に対するベストプラクティ
ス 出血源不明Overt-OGIB患者におけ
る再出血リスク因子の検討 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

福岡 2019，5 

長末智寛，平野敦士，河野真一，藤岡審，梅
野淳嗣，保利善史，藤原美奈子，鳥巣剛弘，
森山智彦 

胃底腺ポリポーシスを背景に発生した
胃癌の臨床病理学的特徴 

第 97回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2019，5 

Esaki M, Takamori A, Umeno J, Hirano 
A, FuyunoY, Torisu T, Taketomi H, 
Akutagawa T, Tsuruoka N, Sakata Y, 
Shimoda R, Matsumoto T. 

Development of capsule endoscopy 
scoring system for the diagnosis 
of small bowel Crohn’s disease 
 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

Hirano A, Shibata H, Kakuta Y, 
Nagasaki M, Tokunaga K, Khor SS, Kawai 
Y, Umeno J, Torisu T, Kitaono T, Esaki 
M 

The association study between HLA 
genotype and mucosal microbial 
composition in patients with 
inflammatory bowel diseases 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

Matsuno Y, Hirano A, Okamoto Y, Fuyuno 
Y, Fujioka S, Umeno J, Moriyama T, 
Torisu T, Kitazono T, Esaki M 
 

Short- and long-term outcome of 
patients treated with Indigo 
naturalis for inflammatory bowel 
disease: a single center 
retrospective study. 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

Zeze K, Hirano A, Torisu T, Kitazono 
T, Esaki M 
 

DIFFERENCE IN CLINICAL EFFICACY 
AND SAFETY PROFILE IN CROHN’S 
DISEASE PATIENTS TREATED WITH 
INFLIXIMAB ACCORDING TO TIMING FOR 
ADDITION OF THIOPURINE 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis, 

 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

Fuyuno Y, Torisu T, Hirano A, Fujioka 
S, Umeno J, Moriyama T, Kitazono T, 
Esaki M 
 

Prediction of loss of response to 
anti-TNFα antibody therapy using 
SES-CD in Crohn’s disease 
patients  

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn's & Colitis,  
 

Taipei, 
Taiwan 

2019 年 6月 14-16 日 

江﨑幹宏 炎症性腸疾患の診断と治療の進歩 
 

第 327 回日本内科学会九
州地方会/第 65回九州支

部生涯教育講演会 

佐賀 2019 年 11 月 17日 

井原 勇太郎, 藤岡 審, 鳥巣 剛弘, 梅野 
淳嗣, 平野 敦士, 岡本 康治, 冬野 雄
太, 森山 智彦, 江崎 幹宏, 北園 孝成 

炎症性腸疾患診療の現状と展望 自験
クローン病患者におけるウステキヌマ
ブの短期および長期治療効果 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 

 

宮崎 2019 年 11 月 8-9 日 

江崎幹宏 
 

内視鏡の進歩は小腸疾患診断をどのよ
うに変えたか？ 

第 75回九州消化器内視鏡
技師研究会 

久留米 2019 年 5月 26日 

小林 由美恵 大藤さとこ 福島若葉 食物中の鉄・亜鉛摂取量と潰瘍性大腸
炎発症との関連 

第 105 回消化器病学会 
総会 

金沢 2019 年 5月 11日 

尾﨑隼人、城代康貴、大宮直木 
 

糞便移植療法の有効性と腸内細菌叢お
よび短鎖脂肪酸の変化 

JDDW 神戸 2019 年 11 月 22日 

城代康貴、尾﨑隼人、大宮直木 再発性 C.difficile 腸炎と炎症性腸疾
患に対する糞便移植療法における腸内
細菌叢、短鎖脂肪酸の解析 

第 57回 
日本小腸学会学術集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

尾﨑隼人、城代康貴、大宮直木 
 

再発性 C.difficile 腸炎と炎症性腸疾
患に対する糞便移植療法における腸内
細菌叢の変化 

第 105 回 
日本消化器病学会総会 

金沢 2019 年 5月 9日 

Shuji Hibiya, Kiichiro Tsuchiya, Ryu 
Nishimura, Sho Watanabe, Nobuhiro 
Katsukura, Tomoaki Shirasaki, Ryuichi 
Okamoto, Mamoru Watanabe 

Establishment of chronic 
inflammation model using human 
small intestinal and colonic 
organoids 

UEG Week 2019 Fira Gran 
Via, 

Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 23日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Okamoto R, Watanabe M 【Focus Session: Cutting Edge 

Regenerative Medicine Using Stem 
Cells】Intestinal Epithelial Stem 
Cell  Organoids and IBD 

ISSCR2019 Los Angeles 
（USA） 

2019 年 6月 26日 

Shuji Hibiya, Kiichiro Tsuchiya, Ryu 
Nishimura, Tomoaki Shirasaki, Sho 
Watanabe, Nobuhiro Katsukura, Shigeru 
Oshima, Ryuichi Okamoto, Tetsuya 
Nakamura,  Mamoru Watanabe 

Long-term inflammation model using 
human colonic organoids 

AOCC2019 Taipei
（Taiwan） 

2019 年 6月 15日 

Kawai M, Hama M, Nagata S, Kawamoto A, 
Suzuki K, Shimizu H, Anzai S, 
Takahashi J, Kuno R, Takeoka S, 
Hiraguri Y, Yui S, Okamoto R, Watanabe 
M 

Functional analysis of isoflavones 
using patient-derived intestinal 
organoids 

AOCC2019 Taipei
（Taiwan） 

2019 年 6月 14日 

岡本隆一、清水寛路、鈴木康平、髙橋純
一、川井麻央、平栗優衣、竹岡さや香、杉
原ハディ優樹、永田紗矢香、竹中健人、齋
藤詠子、福田将義、藤井俊光、長堀正和、
油井史郎、土屋輝一郎、大塚和朗、渡辺 
守 

【バイオマーカーと創薬に関するプロ
ジェクト】培養腸上皮幹細胞を用いた
炎症性腸疾患に対する再生医療の開発 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患政策研究事業「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」令和元年

度 第 2回総会 

コングレス
クエア日本
橋（東京都
中央区） 

2020 年 1月 24日 

岡本隆一 【Keynote lecture】腸上皮オルガノ
イドを用いた再生医療の開発 

ヒューマン・オルガノイ
ド技術の最前線 2019 

コングレス
クエア日本
橋（東京都
中央区） 

2019 年 11 月 25日 

岡本隆一、清水寛路、渡辺 守 【消化器疾患と再生医療】炎症性腸疾
患に対する再生医療の開発 

JDDW2019 ポートピア
ホテル南館
(兵庫県神戸

市） 

2019 年 11 月 23日 

川井麻央、河本亜美、永田紗矢香、安斎 
翔、高橋純一、久野玲子、平栗優衣、鈴木
康平、清水寛路、油井史郎、岡本隆一、渡
辺 守 

患者由来腸上皮オルガノイドを用いた
イソフラボン類による腸上皮機能調節
機構の解析 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

メルパルク
京都（京都
府京都市） 

2019 年 8月 2日 
 

岡本隆一、清水寛路、鈴木康平、高橋純
一、川井麻央、平栗優衣、竹岡さや香、杉
原ハディ優樹、永田紗矢香、竹中健人、齋
藤詠子、福田将義、藤井俊光、長堀正和、
油井史郎、土屋輝一郎、大塚和朗、渡辺守 

培養腸上皮幹細胞を用いた炎症性腸疾
患に対する再生医療の開発 

厚生労働科学研究費 難治
性疾患政策研究事業 「難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究」令和元年

度 第 1回総会 

コングレス
クエア日本
橋（東京） 

2019 年 7月 26日 

岡本隆一 炎症性腸疾患に対する再生医療の開発 第 103 回 IBD ミニカンフ
ァレンス 

竹橋安田ビ
ル（東京都
千代田区） 

2019 年 7月 26日 

岡本隆一 【シンポジウム 13：組織再生とオルガ
ノイド】腸上皮幹細胞オルガノイドに
よる粘膜再生医療 

第 40回日本炎症・再生医
学会 

神戸国際会
議場（兵庫
県神戸市） 

2019 年 7月 17日 

Ryuichi Okamoto, Mao Kawai, Minami 
Hama, Sayaka Nagata, Ami Kawamoto, 
Kohei Suzuki, Hiromichi Shimizu, Sho 
Anzai, Junichi Takahashi, Reiko Kuno, 
Sayaka Takeoka, Yui Hiraguri, Shiro 
Yui, Mamoru Watanabe 

【The 6th JSGE International Topic 
Conference Lifestyle-related 
Diseases in Gastroenterology】
Gastrointestinal tract（role of 
gut microbiome and diet）：Food-
bome factors in inflammatory bowel 
disease 

第 105 回 日本消化器病学
会総会 

ホテル日航
金沢（石川
県金沢市） 

2019 年 5月 10日 
 

Kakuta Y, Kawai Y, Naito T, Onodera M, 
Moroi R, Kanazawa Y, Kuroha M, Shiga 
H, Kohr S, Tokunaga K, Nagasaki M, 
Kinouchi Y, Masamune A. 

Genetic Background of Thiopurine-
induced Pancreatitis in Japanese 
Patients with Inflammatory Bowel 
Disease. 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego 2019 年 5月 21日 

角田洋一 遺伝的背景などを踏まえた IBD の既存
治療の適正化に向けた取り組み 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

Omura Y, Toiyama Y, Okugawa Y, 
Yamamoto A, Yin C, Shigemori T, 
Kusunoki K, Kusunoki Y, Ide S, 
Kitajima T, Fujikawa H, Yasuda H, Hiro 
J, Yoshiyama S, Ohi M, Araki T, 
Kusunoki M 

Crohn’s like lymphoid reaction is 
associated with oncological 
prognosis and host nutrition in 
pathological SrageⅡ/Ⅲ gastric 
cancer 

The Digestive Disease 
Week (DDW) 2019 

San Diego 2019 年 5月 18日 

内田恵一、井上幹大、小池勇樹、松下航
平、長野由佳、重盛恒彦、山本 晃、北嶋
貴仁、近藤 哲、大北喜基、問山裕二、楠
正人 

小児炎症性腸疾患の外科治療における
課題. 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 

姫路 
 

2020 年 2月 7日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
廣 純一郎、大北喜基、問山裕二、志村匡
信、藤川裕之、山本 晃、北嶋貴仁、安田
裕美、横江 毅、大井正貴、井上幹大、楠
正人 

潰瘍性大腸炎および Colitic cancer
に対する腹腔鏡下手術. 

第 32回日本内視鏡外科学
会総会 

横浜 2019 年 12 月 5 日 

近藤 哲、大北喜基、小林美奈子、奥川喜
永、藤川裕之、安田裕美、横江 毅、廣 
純一郎、大井正貴、問山裕二、内田恵一、
楠正人 

消化管手術後腹腔内膿瘍に対する経皮
的膿瘍ドレナージの有効性. 

第 32回外科感染症学会学
術集会 

岐阜 2019 年 11 月 29日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、近藤 
哲、松下航平、小池勇樹、大北喜基、問山
裕二、荒木俊光、楠正人 

小児クローン病症例に対する腹会陰式
直腸切断術後の会陰創管理における予
防的閉鎖陰圧療法の経験. 

第 32回日本外科感染症学
会総会学術集会 

岐阜 2019 年 11 月 29日 

大北喜基、小林美奈子、北嶋貴仁、近藤 
哲、藤川裕之、廣 純一郎、問山裕二、大
井正貴、荒木俊光、楠正人 

待機的大腸手術における full 
preparation の有用性. 

第 32回日本外科感染症学
会総会学術集会 

岐阜 2019 年 11 月 29日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、奥川喜
永、藤川裕之、廣 純一郎、井上幹大、問
山裕二、大井正貴、内田恵一、楠正人 

潰瘍性大腸炎術後難治性回腸嚢炎の臨
床像. 

第 27回消化器関連学会週
間 JDDW2019 

神戸 2019 年 11 月 23日 

大北喜基、問山裕二、小林美奈子、山本 
晃、北嶋貴仁、近藤 哲、奥川喜永、藤川
裕之、安田裕美、横江 毅、廣 純一郎、
大井正貴、荒木俊光、内田恵一、楠正人 

消化管外科病棟における血液培養要請
例の検討. 

第 81回日本臨床外科学会
総会 

高知 2019 年 11 月 14日 

近藤 哲、荒木俊光、大北喜基、今岡裕
基、安田裕美、小池勇樹、廣純一郎、吉山
繁幸、井上幹大、大井正貴、問山裕二、内
田恵一、楠正人 

クローン病に対する腹会陰式直腸切断
術の検討 

第 81回日本臨床外科学会
総会 

高知 2019 年 11 月 14日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、松下航
平、小池勇樹、楠正人 

小児炎症性腸疾患症例における術前骨
格筋量と術後合併症との関連性に関す
る検討. 

第 46回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

奈良 2019 年 11 月 3日 

松下航平、長野由佳、小池勇樹、井上幹
大、内田恵一、楠正人 

胎児期に腹部腫瘤を指摘された尿道閉
鎖、尿道直腸瘻の 1例. 

第 35回日本小児外科学会
秋季シンポジウム 

大阪 2019 年 10 月 17日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、奥川喜
永、藤川裕之、廣純一郎、井上幹大、問山
裕二、大井正貴、内田恵一、楠正人 

痔瘻合併クローン病に対する人工肛門
造設術の治療成績. 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

東京 2019 年 10 月 11日 

問山裕二、山本 晃、奥川喜永、楠 蔵
人、大村悠介、藤川裕之、大北喜基、廣 
純一郎、大井正貴、内田恵一、楠正人 

網羅的 DNA メチル化解析から抽出した
潰瘍性大腸炎合併大腸癌診断マーカ
ー. 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 19日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、松下航
平、小池勇樹、大北喜基、問山裕二、荒木
俊光、楠正人 

新生児手術症例の SSI 減少を目指し
て：MRSA 保菌リスク因子の検討と口腔
内母乳塗布による MRSA 保菌予防効
果． 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 19日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、奥川喜
永、藤川裕之、廣 純一郎、井上幹大、問
山裕二、大井正貴、内田恵一、楠正人 

潰瘍性大腸炎手術症例における回腸嚢
関連感染症合併症予防のための適切な
術式選択 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7 月 18日 

楠 蔵人、問山裕二、奥川喜永、藤川裕
之、安田裕美、大北喜基、廣 純一郎、大
井正貴、荒木俊光、楠正人 

小腸型、小腸大腸型クローン病におけ
る回腸の炎症部と非炎症部の IL6 発現
量の比の臨床的意義． 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

東京 2019 年 7月 17日 

小池勇樹、市川 崇、松下航平、井上幹
大、内田恵一、溝口 昭、楠正人 

マウス小腸壁内における消化管神経叢
の生体観察とその有用性の検討. 

第 55回日本周産期・新生
児医学会学術集会 

松本 2019 年 7月 13日 

内田恵一、井上幹大、小池勇樹、松下航
平、長野由佳、山本 晃、井出正造、北嶋
貴仁、大竹耕平、藤川裕之、荒木俊光、問
山裕二、楠正人 

潰瘍性大腸炎手術開発における小児外
科医の関わりと現在の課題. 

第 56回日本小児外科学会
学術集会 

久留米 2019 年 5月 25日 

井上幹大、内田恵一、長野由佳、近藤 
哲、松下航平、小池勇樹、大北喜基、問山
裕二、荒木俊光、楠正人 

小児の潰瘍性大腸炎における回腸人工
肛門造設後 outlet obstruction 発症
のリスク因子の検討. 

第 56回日本小児外科学会
学術集会 

久留米 2019 年 5月 23日 

小池勇樹、問山裕二、奥川喜永、長野由
佳、松下航平、大北喜基、井上幹大、荒木
俊光、内田恵一、楠正人 

小児潰瘍性大腸炎患者の直腸粘膜にお
ける microRNA-124 メチル化の意義. 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 18日 

大北喜基、荒木俊光、近藤 哲、井出正
造、北嶋貴仁、藤川裕之、奥川喜永、廣 
純一郎、問山裕二、大井正貴、内田恵一、
楠正人 

人工肛門閉鎖術における予防的局所陰
圧閉鎖療法． 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪 2019 年 4月 18日 

熊谷秀規 小児 IBD の治療戦略 栃木県 IBD 学術講演会
2020 

宇都宮 2020 年 2月 12日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
熊谷秀規，清水俊明，工藤孝広，内田恵
一，国崎玲子，杉田 昭，大塚宜一，新井
勝大，窪田 満，田尻 仁，鈴木康夫. 

小児期発症炎症性腸疾患のトランジシ
ョン 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 

姫路 2020 年 2月 7・8日 

熊谷秀規 小児 IBD（炎症性腸疾患）の特徴. 第 117 回 おやま薬・ 
薬連携研修会 

下野 2020 年 1月 15日 

日比則孝、小林 拓、森久保 拓、清原裕
貴、松林真央、佐上晋太郎、中野 雅、久
松理一、日比紀文 

Drug-tolerant assay による抗インフ
リキシマブ抗体測定の有用性 

第 56回日本消化器免疫学
会総会 

メルパルク
京都 

2019 年 8月 2日 

福岡晃平、小山文一、久下博之、井上隆、
中本貴透、石岡興平、佐々木義之、岩佐陽
介、松本弥生、庄雅之 

当科におけるブデソニド注腸フォーム
の使用経験について 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会 

アクロス 
福岡 

2019 年 11 月 29日 

久下博之、小山文一、中本貴透、石岡興
平、 佐々木義之、福岡晃平、岩佐陽介、
松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢再建術後
の治療成績 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会 

アクロス 
福岡 

2019 年 11 月 29日 

中本貴透、小山文一、久下博之、井上隆、
佐々木義之、石岡興平、福岡晃平、岩佐陽
介、竹井健、松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎難治例に対するタクロリ
ムスの位置付け 

第 27回日本消化器関連学
会週間（JDDW2019KOBE） 

神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019 年 11 月 23日 

松本弥生、小山文一、久下博之、井上隆、
中本貴透、石岡興平、佐々木義之、福岡晃
平、岩佐陽介、庄雅之 

当科における高齢発症潰瘍性大腸炎患
者の臨床像についての検討 

第 27回日本消化器関連学
会週間（JDDW2019KOBE） 

神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019 年 11 月 23日 

久下博之、小山文一、井上隆、中本貴透、
石岡興平、佐々木義之、福岡晃平、岩佐陽
介、松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢再建術後
の治療成績 

第 27回日本消化器関連学
会週間（JDDW2019KOBE 

神戸コンベ
ンションセ
ンター 

2019 年 11 月 23日 

松本弥生、小山文一、久下博之、井上隆、
中本貴透、石岡興平、佐々木義之、福岡晃
平、岩佐陽介、庄雅之 

当科における高齢発症潰瘍性大腸炎患
者の臨床像についての検討 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会 

ヒルトン東
京お台場 

2019 年 10 月 11日 

中本貴透、小山文一、久下博之、井上隆、
佐々木義之、石岡興平。福岡晃平、岩佐陽
介、松本弥生、庄雅之 

難治性潰瘍性大腸炎症例に対するタク
ロリムス使用例の検討 

第 74回日本消化器外科学
会総会 

グランドプ
リンスホテ
ル新高輪 

2019 年 7月 18日 

中本貴透、小山文一、久下博之、井上隆、
佐々木義之、石岡興平。福岡晃平、岩佐陽
介、松本弥生、竹井健、庄雅之 

診断に苦慮した末梢性 T細胞リンパ腫
を合併した潰瘍性大腸炎の一例 

第 97回日本消化器内視鏡
学会総会 

グランドプ
リンスホテ
ル新高輪 

2019 年 6月 1日 

中本貴透、小山文一、久下博之、井上隆、
佐々木義之、石岡興平。福岡晃平、岩佐陽
介、竹井健、松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎に対する手術術式の検討 第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪国際会
議場 

2019 年 4月 18日 

福岡晃平、小山文一、久下博之、井上隆、
中本貴透、石岡興平、佐々木義之、岩佐陽
介、竹井健、松本弥生、庄雅之 

潰瘍性大腸炎癌化例に対する最適なリ
ンパ節郭清の検討 

第 119 回日本外科学会定
期学術集会 

大阪国際会
議場 

2019 年 4月 18日 

Takabayashi K, Hosoe N, Kato M, 
Hayashi Y, Miyanaga R, Sugimoto S, 
Nanki K, Kimura K, Mikami Y, Mizuno S, 
Mutaguchi M, Sujino T,  Naganuma M, 
Ogata H, Kanai T 

Clinical utility of balloon 
assisted enteroscopy to evaluate 
deep small bowel lesions of 
crohn's disease 

DDW San Diego 2019 年 5月 14日 

長沼 誠、牟田口 真、福田 知広、脇坂 
悠介、市川 将隆、萩原 裕也、高田 祐
明、種本 俊、梅田 智子、吉松 裕介、
吉田 康祐、南木 耕作、福原 佳代子、
三上 洋平、筋野 智久、髙林 馨、緒方 
晴彦、岩男 泰、金井 隆典 

実臨床における潰瘍性大腸炎に対する
新規治療法の短期有効性と安全性 

日本消化管学会総会 姫路 2020 年 2月 9日 

三上 洋平、吉松 裕介、長沼 誠、杉本 
真也、種本 俊、梅田 智子、福田 知
広、野村 絵奈、吉田 康祐、大野 恵
子、牟田口 真、南木 康作、水野 慎
大、福原 佳代子、筋野 智久、髙林 
馨、緒方 晴彦、岩男 泰、金井 隆典 

当院における潰瘍性大腸炎における青
黛坐剤の有用性の検討 

日本炎症性腸疾患学会 福岡 2019 年 11 月 29日 

牟田口 真、長沼 誠、福田 知広、南木 
康作、福原 佳代子、三上 洋平、筋野 
智久、髙林 馨、緒方 晴彦、岩男 泰、
金井 隆典 

潰瘍性大腸炎における Tofacitinib と
Vedolizumab の治療の短期有効性の比
較 

日本炎症性腸疾患学会 福岡 2019 年 11 月 29日 

福田 知広、長沼 誠、杉本 真也、南木 
康作、三上 洋平、福原 佳代子、筋野 
智久、牟田口 真、髙林 馨、井上 詠、
緒方 晴彦、岩男 泰、金井 隆典 

潰瘍性大腸炎における 5-ASA および N-
acetyl 5-ASA の大腸粘膜内濃度と粘膜
治癒の関係 

日本炎症性腸疾患学会 福岡 2019 年 11 月 29日 

髙林 馨、細江 直樹、金井 隆典 クローン病におけるバルーン内視鏡を
用いた深部小腸評価の有用性の検討 

JDDW 神戸 2019 年 11 月 22日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
髙林 馨、林 由紀恵、福田 知広、吉松 
裕介、吉田 康祐、杉本 真也、南木 耕
作、福原 佳代子、三上 洋平、筋野 智
久、牟田口 真、細江 直樹、長沼 誠、
緒方 晴彦、金井 隆典 

クローン病におけるバルーン内視鏡を
用いた深部小腸評価の有用性 

日本小腸学会 大阪 2019 年 11 月 9日 

髙林 馨、細江 直樹、金井 隆典 Clinical utility of single balloon 
enteroscopy to evaluate deep small 
bowel lesions of Crohn’s Disease 

日本消化器内視鏡学会総
会 

東京 2019 年 5月 31日 

Moriichi K, Fujiya M, Kobayashi Y, 
Ijiri M, Murakami Y, Iwama T, Kunogi 
T, Sasaki T, Takahashi K, Ando K, Ueno 
N, Kashima S, Tanabe H, Okumura T. 

Prediction of relapse in patients 
with ulcerative colitis using 
conventional endoscopy and 
autofluorescence imaging 

DDW2019 San Diego 2019 年 5月 18日 

Konishi H, Fujiya M, Kita A, Tanaka H, 
Kashima S, Sakatani A, Dokoshi T,  
Ando K, Ueno N, Moriichi K, Iwama T, 
Takahashi K,  Murakami Y,  Ikuta K, 
Mizukami Y, Goto T, Okumura T. 

Abnormal activation of hnRNPA0 
inhibits cancer cell apoptosis and 
promotes excessive mitosis in 
cancer cells 

DDW2019 San Diego 2019 年 5月 18日 

安藤勝祥、藤谷幹浩、奥村利勝 寛解期潰瘍性大腸炎における通常・拡
大内視鏡を用いた活動性評価と再燃予
測 

第 47回日本潰瘍学会 小田原 2020 年 1月 17日 

鈴木歩実、久保百合香、須美隼登、上野伸
展、藤谷幹浩、太田一美 

炎症性腸疾患を抱える患者の就労支援
における看護師の役割 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

村上雄紀、安藤勝祥、杉山雄哉、岩間琢
哉、久野木健仁、佐々木貴弘、高橋慶太
郎、上野伸展、嘉島伸、盛一健太郎、田邊
裕貴、藤谷幹浩、粂井志麻、奥村利勝 

不明熱が診断の契機となり、腎機能障
害・二次性血小板増多症を伴ったMEFV
遺伝子変異合併クローン病の一例 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

安藤 勝祥、杉山 雄哉、村上 雄紀、岩間 
琢哉、久野木 健仁、佐々木 貴弘、高橋 
慶太郎、上野 伸展、嘉島 伸、盛一 健太
郎、田邊 裕貴、藤谷 幹浩、奥村 利勝 

寛解維持療法中の潰瘍性大腸炎患者に
おける通常・拡大内視鏡観察による活
動性のモニタリングと治療適正化に関
する検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

杉山 雄哉、上野 伸展、村上 雄紀、岩間 
琢哉、佐々木 貴弘、久野木 健仁、高橋 
慶太郎、安藤 勝祥、嘉島 伸、盛一 健太
郎、田邊 裕貴、藤谷 幹浩、奥村 利勝 

シンポジウム 1「Total care for IBD 
whole life-IBD special situation に
おける適切なアプローチ」 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 

岩間琢哉、安藤勝祥、稲場勇平、杉山雄
哉、村上雄紀、久野木健仁、佐々木貴弘、
高橋慶太郎、上野伸展、嘉島伸、盛一健太
郎、田邊裕貴、山田聡、仲瀬裕志、藤谷幹
浩、奥村利勝 

炎症性腸疾患入院患者における静脈血
栓塞栓症の発症頻度：多施設前向き試
験 

JDDW2019 神戸 2019 年 11 月 21日 

立花史音、杉山雄哉、村上雄紀、佐々木貴
弘、高橋慶太郎、上野伸展、藤谷幹浩、奥
村利勝 

T-SPOT 陰性であったが抗 TNF-α製剤
導入後に活動性肺結核を発症したベト
ナム人クローン病の 1例 

第 287 回日本内科学会北
海道地方会 

札幌 2019 年 11 月 9日 

Konishi H, Kita A, Fujiya M. Ferrichrome derived from 
Lactobacillus casei is a potential 
antitumor agent for 
gastrointestinal cancer cells 

第 57 回日本癌治療学会 
学術集会 

福岡 2019 年 10 月 26日 

上野伸展、藤谷幹浩、奥村利勝 ワークショップ 8「小腸疾患診療の現
状と今後の展望」クローン病小腸評価
における MR-e、拡散強調画像、腸管動
画撮像法と小腸カプセル内視鏡の相関
性とその有用性に関する検討 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019 年 5月 10日 

安藤勝祥、藤谷幹浩、奥村利勝 シンポジウム 3「消化器疾患における
サルコペニア」クローン病に対する生
物学的製剤投与時における骨格筋筋肉
量・内臓脂肪量と臨床経過 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019 年 5月 10日 

Namiko Hoshi Therapeutic Management update for 
IBD in Japan 

The Conference of 
Qingdao Digestive 
Disease in 2019 

青島 2019 年 6月 22日 

Namiko Hoshi, Kengo Sasaki, Jun Inoue, 
Daisuke Sasaki, Itsuko Fukuda, Yuzo 
Kodama, Ro Osawa  

Pathological intestinal 
environmental status of ulcerative 
colitis detected by in vitro human 
colonic microbiota culture system 

The 7th Asian 
Organization for 

Crohn’s and Colitis 

台湾 2019 年 6月 15日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Matsuura M, Yamamoto S, Honzawa Y, 
Yamada S, Okabe M, Kitamoto H, Seno H. 

Long-term efficacy of combined 
therapies with corticosteroids and 
thiopurines (accelerated step-
care) for induction and remission 
in biologic-naïve Crohn’s disease 
patients. 

The 7th Annual Meeting 
of Asian Organization 
for Crohn’s & Colitis 

Taipei 2019 年 6月 15日 

松浦 稔 炎症性腸疾患 診断と治療の update 
基本からリスク管理まで. 

第 37回日本消化器内視鏡
学会近畿セミナー 

大阪 2019 年 12 月 8日 

齋藤大祐、松浦 稔、和田晴香、尾崎良、
菊池翁輝、徳永創太郎、箕輪慎太郎、三井
達也、三浦みき、齋藤大祐、櫻庭彰人、林
田真理、三好潤、久松理一 

潰瘍性大腸炎に対する Vedolizumab に
よる寛解導入療法の治療効果予測に関
する検討. 

第 10回 日本炎症性腸疾
患学会学術集会 

福岡 2019 年 11 月 29日 
 

齋藤大祐、松浦 稔、尾崎 良、菊池翁輝、
徳永創太郎、箕輪慎太郎、三井達也、三浦
みき、櫻庭彰人、林田真理、三好 潤、仲
瀬裕志、久松理一. 

当院における MEFV 遺伝子関連腸炎の
臨床的特徴に関する検討. 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

林田真理、三好 潤、和田晴香、尾崎良、
菊池翁輝、徳永創太郎、箕輪慎太郎、三井
達也、三浦みき、齋藤大祐、櫻庭彰人、松
浦 稔、久松理一. 

ベーチェット病の小腸病変に対するカ
プセル内視鏡検査と便中カルプロテク
チン測定の有用性. 

第 57回日本小腸学会学術
集会 

大阪 2019 年 11 月 9日 

山田 聡、山本修司、本澤有介、北本博
規、岡部 誠、松浦 稔、妹尾 浩. 

MEFV 遺伝子の SNP がクローン病臨床経
過に及ぼす影響についての検討. 

第 56回日本消化管免疫学
会学会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

我妻康平、飯田智哉、南 尚希、松浦 稔、
平山大輔、川上賢太郎、野島正寛、池内浩
基、廣田誠一、白川龍太郎、堀内久徳、仲
瀬裕志. 

低分子量 GTP タンパク質 Ral とインフ
ラマソームとの関連から見た炎症性大
腸癌発癌機序の解明. 

第 56回日本消化管免疫学
会学会総会 

京都 2019 年 8月 1日 

Yoshioka S, Mitsuyama K, Hirai F, 
Esaki M, Araki T, Morita M, Yoshimura 
T, Mori A, Yamauchi R, Kuwaki K, 
Torimura T 

Usefulness of ACP 353 (anti-
Crohn´s disease peptide 353) as a 
new biomarker in the diagnosis of 
inflammatory bowel disease: A 
multicenter study 

27th United European 
Gastroenterology Week 

(UEGW 2019) 

Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 23日 

Yamauchi R, Mitsuyama K, Yamasaki H, 
Araki T, Morita M, Yoshimura T, Mori 
A, Yoshioka S, Torimura T 

Expression Profiling of Transient 
Receptor Potential Channels in 
Peripheral Blood from Inflammatory 
Bowel Disease Patients 

27th United European 
Gastroenterology Week 

(UEGW 2019) 

Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 22日 

Araki T, Yamauchi R, Yamasaki H, 
Morita M, Yoshimura T, Mori A, 
Fukunaga S, Kuwaki K, Yoshioka S, 
Mitsuyama K, Torimura T 

Self-assembling peptide hydrogel 
enhances intestinal barrier 
function in topical TNBS model in 
rats 

27th United European 
Gastroenterology Week 

(UEGW 2019) 

Barcelona, 
Spain 

2019 年 10 月 22日 

Shindo Y, Mitsuyama K, Yamasaki H, 
Imai T, Kaida Y, Shibata R, Yoshioka 
S, Torimura T 

シンポジウム(4) Apheresis therapy 
for inflammatory bowel disease -
Past, Present, Future-2  
 
Safety and efficacy of single 
needle leucocyte apheresis for 
ulcerative colitis: A 
retrospective analysis 

The 12th World Congress 
of International 

Society for Apheresis & 
The 40 th Annual 

Meeting of Japanese 
Society for 

Apheresis2019（ISFA & 
JSFA 2019） 

Kyoto, 
Japan 

2019 年 10 月 18日 

Mizuochi T, Arai K, Kudo T, Nambu R, 
Tajiri H, Aomatsu T, Abe N, Kakiuchi 
T, Hashimoto K, Sogo T, Takahashi M, 
Etani Y, Takaki Y, Konishi K, Ishihara 
J, Kurei S, Mitsuyama K 

DIAGNOSTIC ACCURACY of serum 
proteinase 3 antineutrophil 
cytoplasmic antibodies FOR 
pAediatric PATIENTS WITH 
ULCERATIVE COLITIS: a prospective 
multicenter study in Japan 

5th International 
Symposium on Paediatric 

Inflammatory Bowel 
Disease 

Budapest, 
Hungary 

2019 年 9月 11日 

酒見亮介、吉岡慎一郎、山内亨介、森 
敦、吉村哲広、森田 俊、荒木俊博、桑木
光太郎、溝口充志、宗 祐人、光山慶一、
鳥村拓司 

炎症性腸疾患患者における血中
Interleukin-22（IL22）および IL22-
binding protein（IL22BP） 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

水落建輝、新井勝大、工藤孝広、南部隆
亮、田尻 仁、青松友規、阿部直紀、垣内
俊彦、橋本邦生、十河 剛、高橋美智子、
恵谷ゆり、高木祐吾、小西健一郎、石原 
潤、榑井俊介、光山慶一 

小児潰瘍性大腸炎の診断における血清
PR3-ANCA の有用性：前方視的多施設研
究 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

衣笠哲史、山崎 博、石原 潤、水落建
輝、溝口充志、秋葉 純、田中美穂、南小
百合、高木考実、鳥越優子、石橋幹雄、多
賀百合、今井徹朗、光山慶一、赤木由人 

IBD 患者に対する Total care を目的と
した多職種サポートチームの活動 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
山崎 博、光山慶一、衣笠哲史、石原 
潤、水落建輝、溝口充志、秋葉 純、田中
美穂、南小百合、高木考実、鳥越優子、石
橋幹雄、多賀百合、今井徹郎、荒木俊博、
森田 俊、吉村哲広、森 敦、山内亨介、
桑木光太郎、吉岡慎一郎、赤木由人、鳥村
拓司 

久留米大学炎症性腸疾患センター市民
公開講座で実施したアンケート調査に
関する検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

森 敦、吉岡慎一郎、桑木光太郎、山内亨
介、吉村哲広、森田 俊、荒木俊博、酒見
亮介、光山慶一、鳥村拓司 

炎症性腸疾患患者における血清カルプ
ロテクチンの検討 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

吉村哲広、桑木光太郎、吉岡慎一郎、荒木
俊博、森田 俊、森 敦、山内亨介、水落
建輝、光山慶一、鳥村拓司 

小児〜若年炎症性腸疾患における内視
鏡的活動度の指標としての便中カルプ
ロテクチンの意義 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

鶴田耕三、吉岡慎一郎、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲広、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、光山慶一 

活動期炎症性腸疾患における新規治療
薬 vedplizumab の有用性 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

吉岡慎一郎、森 敦、鶴田耕三、荒木俊
博、森田 俊、吉村哲広、山内亨介、山崎 
博、桑木光太郎、光山慶一 

潰瘍性大腸炎における Golimumab 長期
有効例の臨床的特徴 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会（JSIBD） 

福岡市 2019 年 11 月 29日 

吉岡慎一郎、光山慶一、鶴田 修 原発性免疫不全症に合併した下部消化
管病変の特徴 

27th JDDW（第 98回日本
消化器内視鏡学会総会、
第 61回日本消化器病学会
大会、第 57回日本消化器

がん検診学会大会） 

神戸市 2019 年 11 月 23日 

吉岡慎一郎、光山慶一、鳥村拓司 新規 IBD 血清抗体マーカーを用いたマ
ルチバイオマーカー診断の有用性：多
施設共同研究 

27th JDDW（第 61回日本
消化器病学会大会、第 98
回日本消化器内視鏡学会
総会、第 23回日本肝臓学

会大会） 

神戸市 2019 年 11 月 22日 

山崎 博、今井徹朗、荒木俊博、森田 
俊、吉村哲弘、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、吉岡慎一郎、深水 圭、光山慶一、
鳥村 拓司 

潰瘍性大腸炎に対する single-needle
法を用いた血球成分除去療法
(GMA/LCAP):後ろ向きの予備的な安全
性解析 

27th JDDW（第 61回日本
消化器病学会大会） 

神戸市 2019 年 11 月 22日 

草場喜雄、鶴田 修、永田 務、大内彬
弘、中根智幸、福永秀平、向笠道太、光山
慶一、鳥村拓司 

潰瘍性大腸炎に発生した早期大腸癌の
一例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 108
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

宮崎市 2019 年 11 月 9日 

永田 務、鶴田 修、荒木俊博、長 知
徳、草場喜雄、中根智幸、大内彬弘、向笠
道太、光山慶一、鳥村拓司 

鋸歯状病変を背景に腫瘍化した病変の
1例 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 108
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

宮崎市 2019 年 11 月 9日 

久賀征一郎、長田修一郎、森田恭代、長田
英輔、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

当院での術前原因診断が困難であった
腸閉塞症例の検討 

第 114 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 108
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

宮崎市 2019 年 11 月 9日 

山内亨介、光山慶一、鳥村拓司 新規蛍光プローブ散布による潰瘍性大
腸炎関 
連腫瘍の内視鏡診断の可能性 

第 51回日本臨床分子形態
学会総会・学術集会 

久留米市 2019 年 9月 20日 

永田 務、鶴田 修、荒木俊博、長 知
徳、草場喜雄、中根智幸、大内彬弘、福永
秀平、向笠道太、光山慶一、鳥村拓司 

回腸末端腫瘍に対して ESD を施行し
た 1 例 

第 16回拡大内視鏡研究会 東京 2019 年 9月 14日 

南 真平、田中寛士、相野 一、白地美
紀、梶原雅彦、光山慶一、鶴田 修、鳥村
拓司 

腸重積症を契機に診断された小腸神経
鞘腫の症例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 25日 

福永秀平、吉岡慎一郎、草場喜雄、森田 
俊、吉村哲広、森 敦、山内亨介、桑木光
太郎、永田 務、徳安秀紀、大内彬弘、向
笠道太、秋葉 純、光山慶一、鶴田 修、
鳥村拓司 

青黛服用中に発見され内視鏡的粘膜剥
離術を行った潰瘍性大腸癌関連腫瘍の
一例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 25日 

永田 務、鶴田 修、草場喜雄、中根智
幸、大内彬弘、福永秀平、向笠道太、光山
慶一、鳥村拓司 

診断に苦慮した盲腸部粘膜下腫瘍の 1
例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 25日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
吉村哲広、吉岡慎一郎、森田 俊、森 
敦、山内亨介、桑木光太郎、鶴田 修、光
山慶一、鳥村拓司 

スニチニブよる薬剤性大腸炎と診断し
た一例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 24日 

吉岡慎一郎、吉村哲広、桑木光太郎、森田 
俊、森 敦、福永秀平、山内亨介、水落建
輝、光山慶一、鶴田 修、鳥村拓司 

若年 IBD 診療における便中カルプロテ
クチン測定の意義―成人 IBD との比較
― 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 24日 

井上誠一、菅原脩平、山田康生、後藤諒
介、深水 航、柴田 翔、渡邉裕次郎、小
林起秋、上野恵里菜、河野弘志、光山慶
一、鶴田 修、鳥村拓司 

A型インフルエンザ感染症に対するバ
ロキサビルマルボキシル内服後に発症
した急性虚血性大腸炎の 1例 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会 第 107
回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会 合同 

福岡市 2019 年 5月 24日 

吉岡慎一郎、光山慶一、鳥村拓司 炎症性腸疾患診断における新規血清バ
イオマーカーの有用性：多施設共同研
究 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

金沢市 2019 年 5月 10日 

Naoki Yoshimura, Soh Okano,  
Minako Sako, Masakazu Takazoe 

Efficacy and Safety of Tofacitinib 
in Patients with Moderate to 
Severe Ulcerative Colitis:A Real-
World Retrospective Study 

第 15 回欧州クローン病・
大腸炎会議(ECCO2020) 

Vienna 2020 年 2月 14日 

吉村 直樹、酒匂美奈子、高添 正和 難治性潰瘍性大腸炎に対する新規薬剤
トファシチニブの有効性の検討 

JDDW2019 
 

神戸 
 

2019 年 11 月 21日 
 

吉村 直樹、岡野 荘、酒匂美奈子、 
高添 正和 

活動期クローン病に対する新規生物学
的製剤ウステキヌマブの有効性の検討 

日本消化器病学会 
関東支部第 356 回例会 

東京 2019 年 9月 21日 
 

酒匂美奈子、吉村 直樹、高添 正和 
 

クローン病患者における妊娠中のイン
フリキシマブ投与と新生児の血中濃度
について 

第 105 回日本消化器病学
会総会 

 

金沢 2019 年 5月 11日 

吉村 直樹、酒匂美奈子、高添 正和 
 

難治性潰瘍性大腸炎に対する新規生物
学的製剤ゴリムマブの有効性の検討 

第 105 回日本消化器病 
学会総会 

金沢 2019 年 5月 9日 

K. Watanabe, M. Kawai, R. Koshiba, K. 
Fujimoto, K. Kojima, K. Kaku, N. 
Kinoshita, T. Sato, K. Kamikozuru, Y. 
Yokoyama, T. Miyazaki, N. Hida, S. 
Nakamura 

Efficacy including rapid response 
and safety of tofacitinib in 
Japanese patients with ulcerative 
colitis: A preliminary 
investigation in a specialised IBD 
centre 

The 15th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisation 

Vienna, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

K. Fujimoto, K. Watanabe, K. Hori, K. 
Kaku, N. Kinoshita, R. Koshiba, K. 
Kojima, T. Sato, M. Kawai, K. 
Kamikozuru, Y. Yokoyama, T. Miyazaki, 
N. Hida, S. Nakamura 

Evaluation of histological 
inflammation by a novel image 
enhanced endoscopy technique, dual 
red imaging, in patients with 
ulcerative colitis: Preliminary 
study 

The 15th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisation 

Vienna, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

T. Sato, K. Kojima, R. Koshiba, K. 
Fujimoto, M. Kawai, K. Kamikoduru, Y. 
Yokoyama, T. Miyazaki, K. Watanabe, N. 
Hida, S. Nakamura 

Comparison of therapeutic effects 
between groups of thiopurine alone 
and combination of thiopurine with 
5-ASA after remission introduced 
by oral tacrolimus for patients 
with severe ulcerative colitis 

The 15th Congress of 
European Crohn’s and 
Colitis Organisation 

Vienna, 
Austria 

2020 年 2月 14日 

Kenji Watanabe The optimization of biologic 
treatment in UC: maximizing 
efficacy and safety 

The Forum 6th China-
Japan GI Medical 
Exchange Forum 

中国、貴陽 2019 年 9月 27日 

Kenji Watanabe Small Bowel Endoscopy for IBD, 
When and How 

The 7th Annual Meeting 
of AOCC, 

Endoscopy Workshop I 
(Diagnostic, 

Therapeutic, Colitis 
Screen Endoscopy in 

IBD) 

台北、台湾 2019 年 6月 15日 

Kenji Watanabe, Motohiro Esaki, Shiro 
Oka, Fumio Shimamoto, Masakazu 
Nishishita, Takumi Fukuchi, Shigehiko 
Fujii, Fumihito Hirai, Kazuki 
Kakimoto, Takuya Inoue, Ryoichi 
Nozaki, Hiroshi Kashida, Ken Takeuchi, 
Naoki Ohmiya, Masayuki Saruta, Shoichi 
Saito, Yutaka Saito, Shinji Tanaka, 
Yoichi Ajioka, Hisao Tajiri 

THE DETECTION WITH TARGETD BIOPSY 
AND CHARACTERIZATION OF NEOPLASTIC 
LESIONS BY MAGNIFYING 
CHROMOENDOSCOPY AND NBI IN 
SURVEILLANCE COLONOSCOPY OF 
PATIENTS WITH ULCERATIVE COLITIS: 
A SUB-ANALYSIS OF THE NAVIGATOR 
STUDY 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego, 
US 

2019 年 5月 20日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
Toshiyuki Sato, Motoi Uchino, Ryoji 
Koshiba, Kentaro Kojima, Koji 
Fujimoto, Mikio Kawai, Koji 
Kamikozuru, Yoko Yokoyama, Tetsuya 
Takagawa, Nobuyuki Hida, Kenji 
Watanabe, Hiroki Ikeuchi, Shiro 
Nakamura 

CLINICAL CHARACTERISTICS AND RISK 
FACTORS FOR PNEUMOCYSTIS JIROVECII 
PNEUMONIA IN PATIENTS WITH 
INFLAMMATORY BOWEL DISEASE. 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego, 
US 

2019 年 5月 19 
 

Yoko Yokoyama, Kenji Watanabe, Kentaro 
Kojima, Koji Fujimoto, Ryoji Koshiba, 
Toshiyuki Sato, Mikio Kawai, Koji 
Kamikozuru, Tetsuya Takagawa, Takako 
Miyazaki, Nobuyuki Hida, Shiro 
Nakamura 

INVESTIGATIONS OF THE 
CHARACTERISTICS AND ANTI-TNFα 
AGENTS FOR OPTIMIZING TREATMENT IN 
PEDIATRIC PATIENTS WITH NEW-ONSET 
CROHN’S DISEASE 

Digestive Disease Week 
2019 

San Diego, 
US 

2019 年 5月 18 
 

渡辺憲治 小腸内視鏡によるクローン病診療の最
適化 

第 13回 日本カプセル内
視鏡学会学術集会 ラン

チョンセミナー2 

姫路市 2020 年 2月 9日 

渡辺憲治、中村正直、大宮直木、藤原靖弘 パテンシーカプセルによる消化管開通
性評価時間延長の可能性 

第 13回 日本カプセル内
視鏡学会学術集会 シン
ポジウム-4 小腸カプセル

内視鏡の未来 

姫路市 2020 年 2月 9日 

横山陽子、渡辺憲治、賀来宏司、木下直
彦、小柴良司、小島健太郎、藤本晃士、佐
藤寿行、河合幹夫、上小鶴孝二、宮嵜孝
子、樋田信幸、中村志郎 

当院における炎症性腸疾患妊娠例の検
討 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 コアシンポジ
ウム２「炎症性腸疾患：
シームレスなアプローチ

を目指して」 

姫路市 2020 年 2月 7日 

渡辺憲治 特殊型炎症性腸疾患におけるアダリム
マブとステロイドの前向き無作為化比
較試験 Castle Study： 国内多施設共
同試験 

第 16回日本消化管学会総
会学術集会 研究助成成果

発表２ 

姫路市 2020 年 2月 7日 

上小鶴孝二、渡辺憲治 、佐藤寿之 、河合
幹夫、中村志郎 

生物学的製剤二次無効クローン病症例
に対する Reset TPN の内視鏡的有効性
の検討 

第 103 回 日本消化器内
視鏡学会近畿支部例会 
パネルディスカッション
2 下部消化管内視鏡診療

の現状と課題 

大阪市 
 

2020 年 1月 18日 

渡辺憲治 IBD 新時代の潮流：新規薬剤とトータ
ルケア 

第 10回日本炎症性腸疾患
学会学術集会イブニング

セミナー1 

博多市 2019 年 11 月 29日 
 

Yoko Yokoyama, Kenji Watanabe, Shiro 
Nakamura 

Investigations of the 
characteristics and efficacy of 
anti-TNFα agents for optimizing 
treatment in pediatric patients 
with new-onset Crohn’s disease 

International Session 
(Symposium) 2, JDDW2019 

神戸市 2019 年 11 月 21日 
 

渡辺憲治 UC の T2T 戦略"内視鏡的寛解か？組織
学的寛解か？" 

JDDW2019 ブレックファ
ーストセミナー5 

神戸市 2019 年 11 月 21日 
 

渡辺憲治、飯田智哉、宮嵜孝子、樋田信
幸、中村志郎、仲瀬裕志 

当院における MEFV 遺伝子関連腸炎小
腸病変の検討 

第 57回日本小腸学会学術
集会 主題セッション 2
「難治性小腸疾患の診断

と治療」 

大阪市 
 

2019 年 11 月 9日 
 

横山陽子、渡辺憲治、宮嵜孝子、中村志郎 高齢者潰瘍性大腸炎患者に対する
Cytapheresis の有効性と最適化 

第 74回日本大腸肛門病学
会学術集会、パネルディ
スカッション 2 高齢者
に対する炎症性腸疾患の

治療 

東京都 2019 年 10 月 11日 
 

上小鶴孝二、河合幹夫、渡辺憲治 クローン病狭窄性病変に対する内視鏡
的バルーン拡張術の有効性と内視鏡的
予測因子の検討 

第 97回 日本消化器内視
鏡学会総会、パネルディ
スカッション 5 消化管
狭窄に対する内視鏡治療

の現況と課題 

東京都 2019 年 6月 2日 
 

渡辺憲治 T2T 時代の UC 5-ASA 製剤（経口,局
所）の最適化と課題 

第 113 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 107
回日本消化器内視鏡学会

九州支部例会 

博多市 2019 年 5月 24日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 年月日 
宮嵜孝子、樋田信幸、渡辺憲治 Ustekinumab によるクローン病治療の

適正化の検討 
第 105 回日本消化器病学

会総会 
パネルディスカッション
7 炎症性腸疾患診療のリ
アルワールド～生物学的
製剤に対するクリニカル
クエスチョンを解決する 

金沢市 
 

2019 年 5月 9日 
 

 


